
毎月1日発行・令和元年（2019年）11月1日発行ー1777号

● 青葉区

光明の滝（泉区朴沢）光明の滝（泉区朴沢）

仙台市広報課 Facebook

仙台市ホームページ
https://www.city.sendai.jp/
●仙台市ホームページでは、記事の読み上げや文字の拡大など
の閲覧補助機能が利用できます

https://www.facebook.com/sendaipr/

仙台市役所 ☎２６１・１１１１㈹
青葉区役所 ☎２２5・７２１１㈹
宮城野区役所 ☎２９１・２１１１㈹
若林区役所 ☎２８２・１１１１㈹

太白区役所 ☎２４７・１１１１㈹
泉区役所 ☎３７２・３１１１㈹
宮城総合支所 ☎３９２・２１１１㈹
秋保総合支所 ☎３９９・２１１１㈹

■市役所・区役所などの電話番号特集1 防災の文化を仙台から ………………………………………………2
特集2 台風第19号により被災した方のための補助・減免等 …４
市政トピックス―多目的広場「仙石コミュニティ広場」がオープン …６
特集3 市の職員数と職員給与  …………………………………………………………8
政令指定都市・区制移行30周年 つなぐ。仙台  …………………………9
11月のお知らせ ……………………………………………………………………………………………10
青葉区のお知らせ …………………………………………………………………………………………28
休日当番医  …………………………………………………………………………………………………………31
古今東西ぐんぐん行きます！ …………………………………………………………………32

ガス灯（青葉区中央）
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特
集
①

特集①　防災の文化を仙台から―「仙台防災枠組」の理念を未来へ

この特集に関するお問い合わせは、防災環境都市・震災復興室☎214･8098、FAX214･8497

【プログラムの一部】

■展示
　大学生が考案した、段ボール製避難所用授乳室「H

ハ ニ ー

ONEY 
R
ル ー ム

OOM」や、高校生、大学生、企業等による防災食の試食など、
全53団体による展示があります。

日時 内容 会場 問い合わせ

11/10
㈰

11:00
～
12:30

東日本大震災メモリア
ルシンポジウム―経験
をつなぐ、その意味と
その姿

仙台国際
センター
会議棟２
階

防災環境都市・
震災復興室
☎214・1117

14:00
～
15:30

防災まちづくりと女性
のリーダーシップ（申
込優先）

エル・パーク
仙台
☎268・8300

16:00
～
17:30

東日本大震災の経験と
教訓を踏まえた新たな
防災関連産業の創出を
目指して（要事前申込）

産業振興課
☎214・8263

仙台から産官学民の防災知見を発信市民が防災を学び、発信できるイベント

●日時

‖

11月10日㈰10:00～17:00
●会場

‖

仙台国際センター展示棟

　「わたしたちの防災を届けよう世界へ、未来へ」をテー
マに、発表や展示、体験型プログラムなどを通じ防災を学
びます。

■ワークショップ
時間 内容 定員 主催者

10:00
～
12:00

あれから９年スペシャル
―仙台市職員の震災体験
を、朗読、映像、本人の
語り等でお伝えします

100人
〔先着〕

T
チ ー ム
eam Sendai ／ 仙台
市職員からみた震災記
録チーム

■発表
時間 内容 定員 主催者／問い合わせ

11:15
～
12:15

地域における災害への備え
を高める取り組み―精神障
害者向け避難計画作成ツー
ル「せんだい安心ナビ」を
活用した災害対応力向上の
試み（申込優先）

48人
〔先着〕

障害者支援課
☎214･8165

14:30
～
16:00

多文化の視点から考える仙
台防災枠組

48人
〔先着〕

防災環境都市・震災復
興室☎214･8098、仙
台観光国際協会

■ステージイベント（直接会場へ）
時間 内容

  10:10～10:40、
14:00～14:30

阿部清
きよ
人
と
先生の「防災エンスショー」（科学実験

を通じて防災を学びます）
  10:50～11:05、
14:40～14:55 ショウちゃんの腹話術防災ミニ講座

●日時

‖

11月10日㈰・11日㈪10:00～17:00
●会場

‖

仙台国際センター展示棟

企業等による防災製品・技術の展示会

◀

女性ならではの視点
が生かされています

●日時

‖

11月９日㈯～12日㈫（11日・12日は参
加登録者のみ参加できます）
●会場

‖

仙台国際センター会議棟、東北大学百
周年記念会館川内萩ホール（青葉区川内40）

　セミナーやVR（バーチャルリアリティー）技術等を
使用した防災体験、県内のハザードマップの配布など
を行います。

　

段ボール製避難所用授乳室「HONEY  ROOM」を発案した
東北工業大学工学部建築学科の皆さんにお話を伺いました。

◀

写真奥から時計回りに東北工業
大学工学部建築学科学科長・石井
さん、建築学科４年　髙泉さん、
鈴木さん、浅野さん

■世界防災フォーラム前日祭（一般公開）
日時 内容 会場

11/9㈯
13:20
～
17:30

「311を未来へつなぐ」をテ
ーマに、宮城・福島・兵庫
の若い世代による震災伝承
や郷土芸能などの舞台披露

東北大学百周年
記念会館川内萩
ホール 

　セッション・ポスター発表・展示・スタディーツアー
などを実施します。

■一般公開セッションプログラム（一部抜粋）
　

防災を考えるきっかけを作りたい

　担当した石井敏
さとし

先生
は、「この取り組みが震
災や防災に改めて向き合
うきっかけになりました。
とても貴重な学びでした。
この製品は、災害時はも
ちろん平時でも役立つも
のと期待しています」と
話しました。

　この授乳室は、「避難所等で活用できる段ボール製品」を提
案するプロジェクトの中から生まれました。
　「東日本大震災のときの経験や当時のことを調べていく中で、
小さい子どものいるお母さんが授乳が大変だったことを知り
ました。人目を気にせず安心して授乳できる場所が必要だと思

い、考案しました」と鈴木楓
ふ

由
ゆ

さんは
きっかけを話します。髙泉沙

さ

知
ち

恵
え

さん
は「製作の過程で、お母さんが赤ちゃ
んを抱いて、手がふさがったままで
のドアの開閉は大変だと思い、扉は
つけないことにしました。また、周
りからの視線が気にならない空間を
考えました」と工夫を教えてくれま
す。３月に開催された ｢仙台防災未来

フォーラム2019」で展示され、小さいお子さんがいるお母
さんたちにも見てもらったそう。　「『落ち着いて授乳ができ
る』『震災の時にこういうスペースがあったら良かった』な
どの声をいただき、とても安心しました」と浅野陽

はる

菜
な

さんは
話します。
　仙台防災未来フォーラムでは、製作までの経緯を英訳付き
パネルで紹介します。「国内だけでなく海外の方など、多く
の方々に見ていただける機会なので、どのような反応がある
か楽しみです。少しでも防災を考えるきっかけになったらと
思います」と皆さんは笑顔で意気込みを語ってくれました。

仙台防災未来フォーラム

震災対策技術展

世界防災フォーラム

震災対策技術展 仙台防災未来フォーラム

世
界
へ
防
災
を
発
信

　
11
月
９
日
か
ら
「
世
界
防
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
／
防
災
ダ
ボ
ス
会
議
＠
２
０
１

９
」、「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、

「
震
災
対
策
技
術
展
」
の
３
つ
の
イ
ベ

ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
ス

イ
ス
で
開
催
さ
れ
る
防
災
ダ
ボ
ス
会
議

と
連
携
し
、
今
回
が
２
回
目
の
開
催
。

隔
年
で
仙
台
で
開
催
さ
れ
、
国
内
外
か

ら
産
・
官
・
学
・
民
の
防
災
に
関
わ
る

人
々
が
集
ま
る
国
際
会
議
で
す
。
平
成

27
年
に
行
わ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
国
際

的
な
防
災
の
取
り
組
み
指
針
で
あ
る

「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
推
進
と
、
防
災

の
考
え
方
を
各
国
の
政
策
な
ど
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
専
門
家

対
象
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
市

民
も
参
加
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
、
一

般
公
開
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。
国

内
外
の
防
災
に
関
す
る
解
決
策
を
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
か
ら
提
案
し
、
互
い
に
学

び
合
い
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
な
が

ら
、
そ
の
知
見
を
仙
台
か
ら
発
信
し
ま

す
。

　
市
が
平
成
28
年
か
ら
毎
年
開
催
す
る

「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
未
来

の
防
災
に
つ
な
ぐ
た
め
、
市
民
が
防
災

を
学
び
、
活
動
を
発
信
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
防
災
の
担
い
手
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
発
表
・
共
有
す
る
中
で

つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、
未
来
へ
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
団
体

の
発
表
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

防
災
を
学
べ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
震
災
対
策
技
術
展
」
で
は
、
企
業

等
の
防
災
製
品
・
災
害
対
策
技
術
を
一

堂
に
展
示
。
最
新
の
防
災
技
術
を
使
用

し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
防
災
体
験
や
、
身
近

な
防
災
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

誰
も
が
防
災
の
主
役
に

　
「
仙
台
防
災
枠
組
」
採
択
都
市
と
し

て
、
世
界
か
ら
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ

る
本
市
。
こ
れ
ま
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な

ど
の
ハ
ー
ド
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
ま
た
女
性
や
障

害
の
あ
る
方
な
ど
の
多
様
な
市
民
が
主

体
と
な
り
、
自
助
・
共
助
を
担
う
地
域

づ
く
り
な
ど
、
防
災
の
強
化
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
国
籍
、
年
齢
、
性
別
に
よ

ら
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち

が
防
災
に
つ
い
て
、
学
び
、
考
え
、
対

等
な
立
場
で
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が
、

災
害
に
強
い
都
市
を
つ
く
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
一
人

一
人
の
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
理
念
を

未
来
へ
つ
な
ぎ
、
防
災
環
境
都
市
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
―「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
理
念
を
未
来
へ

防
災
の
文
化
を
仙
台
か
ら

B O S A I
世界防災フォーラム
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　住宅等に被害を受けた方の「罹災証明書」または「罹
災届出証明書」の受け付けを行っています。
●罹災証明書は、建物の被害程度を証明するもので、
被害状況を調査の上、被害程度の認定ができたものか
ら順次発行します
●支援制度によっては、被害調査を要しない、罹災届
出証明書で足りる場合もあります
●受付日時∥平日の午前８時半～午後５時
●申請に必要なもの∥本人であることが確認できるも
の（運転免許証、パスポート、マイナンバーカードな
ど）
●本人、同居の親族等以外が申請する場合は委任状が
必要です
●申請期限∥令和元年12月12日㈭

罹災（りさい）証明書の申請を
受け付けています

■
災
害
弔
慰
金

　
災
害
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺

族
（
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父

母
等
）
に
対
し
て
支
給
し
ま
す
。

問
社
会
課
☎
214
・
８
５
４
１

■
災
害
障
害
見
舞
金

　
災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
負
っ
た

方
に
対
し
て
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て

支
給
し
ま
す
。

問
社
会
課
☎
214
・
８
５
４
１

■
災
害
援
護
資
金
貸
付

　
世
帯
主
が
重
傷
を
負
っ
た
、
ま
た
は

家
屋
に
被
害
（
全
壊
、
半
壊
、
家
財
の

３
分
の
１
以
上
の
損
害
等
）
を
受
け
た

場
合
に
、
住
居
再
建
等
の
た
め
の
融
資

が
受
け
ら
れ
ま
す
（
所
得
制
限
有
り
）。

●
受
付
開
始
日∥

11
月
１
日
㈮　

問
災
害
援
護
資
金
課
☎
214
・
８
５
６
６

■
生
活
福
祉
資
金

　
低
所
得
者
、
障
害
者
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
に
対
し
、
経
済
的
立
ち
直
り
と
生

活
の
安
定
向
上
の
た
め
に
、
低
利
子

（
１
・
５
％
）
ま
た
は
無
利
子
で
の
資

金
の
融
資
と
必
要
な
相
談
支
援
を
行
い

ま
す
。
貸
付
種
類
に
よ
り
条
件
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
各
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
青
葉
☎

265
・
5
2
6
0
、
宮
城
支
部
☎
392
・
7

8
6
8
、
宮
城
野
☎
256
・
3
6
5
0
、

若
林
☎
282
・
7
9
7
1
、
太
白
☎
248
・

8
1
8
8
、
泉
☎
372
・
1
5
8
1
）

■
社
会
福
祉
資
金
貸
付

　
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
災
害
・
疾
病

そ
の
他
の
緊
急
不
時
の
出
費
に
必
要
な

資
金
を
、
15
万
円
を
上
限
に
無
利
子
で

融
資
し
ま
す
。

問
各
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
青
葉
☎

265
・
5
2
6
0
、
宮
城
支
部
☎
392
・
7

8
6
8
、
宮
城
野
☎
256
・
3
6
5
0
、

若
林
☎
282
・
7
9
7
1
、
太
白
☎
248
・

8
1
8
8
、
泉
☎
372
・
1
5
8
1
）

■
個
人
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
等
の
減

免
・
期
限
の
延
長
、
納
税
に
関
す
る
こ
と

●
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限

の
特
例

　
現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
な
い
方

の
う
ち
、
今
回
の
災
害
に
よ
り
住
宅
の

大
規
模
半
壊
以
上
の
損
害
、
受
給
者
の

失
業
等
に
よ
り
所
得
が
著
し
く
減
少
し
、

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
、
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年
金

課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

■
障
害
者
交
通
費
助
成
の
所
得
制
限
の
特

例
　
現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
障
害
者
交

通
費
助
成
（
ふ
れ
あ
い
乗
車
証
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
自
家
用
自
動
車
燃

料
費
助
成
券
）
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

で
、
今
回
の
災
害
に
よ
り
、
所
得
が
著

し
く
減
少
し
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
交
通
費
助
成
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
障
害
高
齢
課
、
総
合
支
所
保

健
福
祉
課

台
風
第
19
号
に
よ
り

被
災
し
た
方
の
た
め
の
補
助
・
減
免
等

仙台市役所☎261･1111
青葉区役所☎225･7211
宮城野区役所☎291･2111
若林区役所☎282･1111
太白区役所☎247･1111
泉区役所☎372･3111
宮城総合支所☎392･2111
秋保総合支所☎399･2111

□電話番号案内（代表番号）■
障
害
者
（
児
）
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
者
負
担
金
の
減
免

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
利
用
の

方
が
り
災
し
、
負
担
金
の
支
払
い
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
金
を
減
免
し
ま
す
。

問
区
役
所
障
害
高
齢
課
、
宮
城
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
（
☎
は
４
ペ
ー
ジ
）

■
障
害
者
に
対
す
る
自
立
支
援
医
療（
更

生
医
療
）
の
負
担
上
限
月
額
の
軽
減

　
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
を
ご

利
用
の
方
が
り
災
し
、
負
担
金
の
支
払

い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
自

立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
の
負
担
上

限
月
額
を
引
き
下
げ
ま
す
。

問
区
役
所
障
害
高
齢
課
、
宮
城
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
（
☎
は
４
ペ
ー
ジ
）

■
介
護
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
（
総
合
事
業
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の

減
免

※
各
種
申
請
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
生
計

維
持
者
の
所
有
す
る
住
宅
・
家
財
等
に

損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
介
護
保
険
料

お
よ
び
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総
合

事
業
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
介
護
保
険
課
・
総
合
支
所
保

健
福
祉
課
（
☎
は
４
ペ
ー
ジ
）

■
国
民
健
康
保
険
料
・
一
部
負
担
金
の
減

免
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
一
部
負

担
金
の
減
免

　
災
害
に
よ
り
住
宅
お
よ
び
家
財
に
一

定
以
上
の
損
害
が
あ
っ
た
方
は
、
保
険

料
や
病
院
を
受
診
す
る
際
の
一
部
負
担

金
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年
金

課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎

は
４
ペ
ー
ジ
）

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　
災
害
に
よ
り
財
産
の
２
分
の
１
以
上

の
損
害
を
受
け
て
、
保
険
料
の
納
付
が

著
し
く
困
難
な
方
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年
金

課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎

は
４
ペ
ー
ジ
）

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
母
子
・
父
子
家

庭
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
の
特
例

　
現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
子
ど
も
医

療
費
助
成
お
よ
び
母
子
・
父
子
家
庭
医

療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
な
い
方
（
子

ど
も
医
療
費
助
成
は
支
給
停
止
を
含

む
）
の
う
ち
、
今
回
の
災
害
に
よ
り
住

宅
の
大
規
模
半
壊
以
上
の
損
害
、
受
給

者
の
失
業
等
に
よ
り
所
得
が
著
し
く
減

少
し
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
、
医
療
費
助
成
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年
金

課
・
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎

は
４
ペ
ー
ジ
）

■
保
育
施
設
等
保
育
料
の
減
免

　
災
害
に
よ
り
居
住
す
る
家
屋
に
著
し

い
損
害
を
受
け
た
場
合
、
６
カ
月
間
保

育
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
区
役
所
家
庭
健
康
課
、
宮
城
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
（
☎
は
４
ペ
ー
ジ
）

■
住
宅
の
応
急
修
理

●
対
象∥

住
家
が
罹り

災さ
い

証
明
書
に
よ
り

全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
ま
た
は
一

部
損
壊
（
損
害
割
合
が
10
％
以
上
の
住

宅
の
み
）
と
認
定
さ
れ
、
自
ら
の
資
力

で
は
修
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
の

方　
●
修
理
対
象∥

屋
根
、
柱
、
床
や

ド
ア
・
窓
等
の
開
口
部
、
上
下
水
道
・

電
気
・
ガ
ス
等
の
配
管
な
ど
日
常
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
部
分　
●
手
続
き
や

限
度
額
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
財
産
管
理
課
☎
214
・
１
２
７
８

■
建
築
確
認
申
請
等
手
数
料
の
減
免

　
災
害
の
発
生
し
た
日
か
ら
２
年
以
内

に
建
築
物
等
を
建
築
す
る
際
の
①
確
認

申
請
手
数
料
②
完
了
検
査
申
請
手
数
料

③
中
間
検
査
申
請
手
数
料
④
許
可
等
申

請
手
数
料
⑤
台
帳
記
載
事
項
証
明
手
数

料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
①
～
③
建
築
審
査
課
☎
214
・
８
４
８

５
④
⑤
区
役
所
街
並
み
形
成
課
（
☎
は

４
ペ
ー
ジ
）

■
開
発
行
為
許
可
・
宅
地
造
成
許
可
等
申

請
手
数
料
の
減
免
等

　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
が
、

自
己
居
住
用
開
発
行
為
等
、
宅
地
造
成

工
事
規
制
区
域
に
お
け
る
宅
地
造
成
に

関
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
当
該
災
害
の

発
生
し
た
日
か
ら
６
カ
月
以
内
に
許
可

等
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
許
可
申

請
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
開
発
調
整
課
☎
214
・
８
３
４
３

■
中
小
企
業
等
特
別
相
談
窓
口

　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
事
業
活

動
に
支
障
を
来
し
て
い
る
中
小
企
業
者

等
の
、
経
営
や
資
金
繰
り
等
に
関
す
る

特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
受
付
日
時∥

平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時　
●
相
談
受
付
場
所∥

ア
エ
ル
７
階　
●
予
約
が
必
要
で
す

問
仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎
724
・
１

１
２
２

◆受け付け・問い合わせ　
区役所税務会計課 、宮城総合支所・秋保総合支所税務
住民課

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

特
集
②

仙台市台風第19号被災者支援
情報ダイヤルを開設しています
　被災した方への支援制度などに関して、
電話による問い合わせを受け付けていま
す。

■仙台市台風第19号被災者支援情報ダ
イヤル
☎214･8100
●開設時間∥平日の午前９時～午後５時
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７ ６仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

仙台市の人口（対前月増減数） 男：530,075人　女：560,188人　計1,090,263人（+375)　520,556世帯（+460）  10月１日現在

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

25

　
「
地
震
の
は
な
し
を
聞
き
に
行
く
」

の
筆
者
は
、
仙
台
在
住
。
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
、
気
仙
沼
の
父
親
を

失
い
ま
す
。
震
災
発
生
か
ら
１
年
後
、

「
父
が
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
」
に
向
き

合
お
う
と
決
心
。
東
北
大
学
や
震
災

の
研
究
者
を
訪
れ
、「
地
震
は
ど
う

し
て
起
こ
る
の
か
（
知
識
）」「
今
ま

で
ど
ん
な
地
震
が
あ
っ
た
の
か
（
歴

史
）」「
ま
た
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
（
防
災
）」
に
つ

い
て
取
材
し
ま
す
。
専
門
的
な
知
識

は
、
図
解
と
コ
ミ
ッ
ク
風
の
イ
ラ
ス

ト
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や

す
く
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。
大
き
な

災
害
が
起
き
た
時
に
、
被
害
を
少
し

で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
、
未
来
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
へ
、
自
分
の
体
験

を
手
渡
し
た
い
と
い
う
、
筆
者
の
祈

り
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
本

で
す
。

　
「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
に
し
た
の
」

は
、
本
の
中
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
、

福
島
県
飯
舘
村
の
渡
邊
と
み
子
さ
ん

が
書
い
た
詩
で
す
。
渡
邊
さ
ん
は
、

飯
舘
村
ブ
ラ
ン
ド
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
世

に
出
そ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
原
発

事
故
に
よ
り
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
長
野
、
埼
玉
を
転
々
と
し

た
後
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
種
を
つ
な
ぐ
た

め
に
、
福
島
市
内
の
休
耕
田
を
借
り

て
種
を
ま
き
ま
す
。
重
い
泥
を
押
し

上
げ
て
現
れ
た
芽
を
見
た
瞬
間
、
渡

邊
さ
ん
の
心
が
震
え
ま
す
。
故
郷
を

奪
わ
れ
た
苦
し
み
や
放
射
能
汚
染
の

不
安
に
、
果
敢
に
立
ち
向
か
う
人
の

姿
を
伝
え
ま
す
。

　
児
童
書
は
、
大
人
と
子
ど
も
が
共

有
で
き
る
本
で
す
。
震
災
の
実
体
験

の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
く

今
こ
そ
、
手
渡
し
て
い
き
た
い
で
す
。

震
災
を
未
来
へ
語
り
継
ぐ
児
童
書

「
地
震
の
は
な
し
を
聞
き
に
行
く

　
　

―
父
は
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
」

堀米薫／著
新日本出版社　刊

須藤文音／文
荒蝦夷／編
下河原幸恵／絵
偕成社　刊

「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
に
し
た
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
文
学
作
家  

堀
米　

薫

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号
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泉
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
区
名
の

由
来
に
も
な
っ
て
い
る
泉
ケ
岳
。
そ
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
泉
ケ

岳
悠
・
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
9
月

29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
太
鼓
演

奏
や
す
ず
め
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
の

ほ
か
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
、

ポ
ニ
ー
の
引
き
馬
体
験
な
ど
、
家
族
連

市政
トピックス

「
泉
ケ
岳
悠（
ゆ
う
）・

遊（
ゆ
う
）
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
開
催

れ
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
場
者
が
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
水
と
空
気
の
力
を
使
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
飛
ば
す
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ

ッ
ト
」
の
製
作
・
発
射
体
験
に
は
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
説
明
を
聞

き
な
が
ら
発
射
の
準
備
を
す
る
子
ど
も

た
ち
は
少
し
緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、

勢
い
よ
く
飛
び
出
す
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
に
、
手
を
た
た
き
な
が
ら
歓
声

を
上
げ
、
何
度
も
遠
く
へ
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。

　　　
ま
た
、
当
日
は
泉
ケ
岳
ス
キ
ー
場
の

リ
フ
ト
の
無
料
運
行
が
行
わ
れ
、
頂
上

を
訪
れ
た
人
は
「
雲
の
上
に
来
た
み
た

い
」
と
話
し
な
が
ら
、
眼
下
に
広
が
る

景
色
を
一
望
。
秋
の
泉
ケ
岳
を
満
喫
し
、

よ
り
泉
ケ
岳
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
好
き
な
曲
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
追
い

か
け
て
公
演
を
は
し
ご
し
た
り
、
買
い

物
の
つ
い
で
に
の
ぞ
い
て
み
た
り
、
子

ど
も
と
一
緒
に
音
楽
に
浸
っ
た
り
。
気

軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
通
称「
せ
ん
く
ら
」
が
10
月

４
日
か
ら
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
内

10
会
場
で
89
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
っ
た
♪
わ

た
し
の
ブ
ラ
ボ
ー
！
」。
演
奏
者
の
熱

演
に
会
場
が
沸
き
、
観
客
の「
ブ
ラ
ボ

ー
！
」
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
下
鉄
仙
台
駅
と
旭
ケ
丘
駅

で
は
、
地
下
鉄
駅
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
人
が
す
て
き
な
音
色
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

市政
トピックス

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
色
に

包
ま
れ
た
３
日
間

▲色とりどりの羽を取り付けた、自作のペッ
トボトルロケットが次々発射されていました

市政
トピックス

宮
城
野
区
仙
石
に
多
目
的
広
場「
仙
石

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン

　
宮
城
野
区
仙
石
に
「
仙
石
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
」
が
完
成
し
、
10
月
１
日
か

ら
利
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
17
年
に
廃
止
さ
れ
た
小
鶴
清
掃
工

場
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の

協
力
の
下
、
検
討
を
重
ね
、
市
が
整
備

し
た
も
の
で
す
。

　
広
場
に
は
、
土
で
舗
装
さ
れ
た
東
側

の
広
場
と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ

れ
た
西
側
の
広
場
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

や
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
目
的

に
利
用
で
き
る
ほ
か
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
の
広
場
は
、
災
害
時
に
地
域
住
民

の
自
家
用
車
等
の
避
難
場
所
と
し
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。
広
場
の
管
理
・
運
営

は
仙
石
、
福
住
町
の
両
町
内
会
を
中
心

と
し
た
仙
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
管
理

運
営
会
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
28
日
に
開
か
れ
た
完
成

記
念
式
に
合
わ
せ
、
市
制
施
行
１
３
０

周
年
、
政
令
指
定
都
市
・
区
制
移
行
30

周
年
を
記
念
し
た
植
樹
式
も
開
催
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
仙

台
と
地
域
の
発
展
を
願
い
、
広
場
の
一

角
に
桜
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

市政
トピックス

地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お

け
る
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

々
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
10
日
に
行
わ
れ
た
全
国
地
域
安

全
運
動
第
31
回
仙
台
市
大
会
で
、
９
団

体
・
89
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
防
犯
功
労
団
体
、
防
犯
功

労
者
、
退
任
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
順
不
同
・
敬
称

略
）。

〔
防
犯
功
労
団
体
〕
東
三
番
丁
親
和
町

内
会
、
青
葉
土
樋
町
内
会
、
山
田
防
犯

協
会
、
郡
山
地
区
防
犯
協
会
、
荒
巻
地

区
防
犯
協
会
、
白
沢
地
区
防
犯
協
会
、

鶴
ケ
谷
防
犯
協
会
、
小
田
原
清
水
沼
防

犯
協
会
、
泉
中
央
第
一
町
内
会

〔
防
犯
功
労
者
〕
金
田
典
昭
、
菅
野
英

太
、
西
澤
啓
文
、
岩
山
浩
一
、
山
﨑
敬

　
10
月
4
日
、
事
業
所
に
お
け
る
初
期

消
火
技
術
な
ど
企
業
防
災
力
向
上
を
目

的
に
、
消
防
技
術
研
修
会
が
太
白
区
の

鈎
取
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
内
の

事
業
所
従
業
員
74
人
が
参
加
。
屋
内
消

火
栓
の
扱
い
方
や
１
１
９
番
の
通
報
手

順
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　　
事
業
所
内
で
火
事
が
発
生
し
た
想
定

で
訓
練
を
実
施
。「
火
事
だ
ー
！
誰
か

１
１
９
番
に
連
絡
し
て
！
」
と
叫
び
、

消
火
栓
か
ら
ホ
ー
ス
を
取
り
出
し
、
俊

敏
な
動
き
で
消
火
す
る
姿
は
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
初
め
て

中
学
生
も
参
加
。
人
来
田
中
学
校
2
年

生
38
人
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
消
火
方
法

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
際
の
心
構
え
と
、
火
災
発

生
時
の
対
応
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
、
阿
部
敬
、
富
谷
正
雄
、
斎
藤
幸
一
、

小
野
寺
昭
夫
、
三
浦
定
男
、
佐
々
木
栄

尚
、
佐
藤
功
、
菅
井
茂

〔
防
犯
指
導
隊
員・防
犯
女
性
部
員
退
任
〕

柴
田
与
市
、
若
生
信
也
、
加
藤
進
、
菊

地
莊
介
、
竹
内
紀
子
、
結
城
か
す
み

　
10
月
７
日
か
ら
５
日
間
、
台
風
第
15

号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
千
葉
県
南
房

総
市
に
職
員
６
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
被

災
自
治
体
と
、
支
援
す
る
都
道
府
県
・

政
令
指
定
都
市
を
ペ
ア
に
す
る
国
の
支

援
制
度
に
基
づ
き
、
本
市
が
南
房
総
市

に
対
す
る
支
援
団
体
と
し
て
決
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
罹り

災さ
い

証
明
事
務

の
支
援
の
た
め
、
被
害
家
屋
の
被
害
認

定
調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
風
第
19
号
に
伴
う
記
録
的

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け
た
宮
城

県
丸
森
町
へ
、
人
命
救
助
と
情
報
収
集

等
の
た
め
、
10
月
13
日
に
消
防
局
職
員

21
人
を
派
遣
。
さ
ら
に
、
14
日
に
は
応

急
給
水
活
動
の
た
め
の
給
水
車
を
、
16

日
に
は
避
難
所
で
の
健
康
相
談
な
ど
に

従
事
す
る
保
健
師
等
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活

再
建
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
を

お
祈
り
し
ま
す
。

◀広場の総面積は約
２ヘクタール。写真は
土で舗装された広場

市政
トピックス

台
風
第
15
号
・
第
19
号

の
被
災
地
へ
支
援

市政
トピックス

万
が
一
に
備
え
て
―
消

防
技
術
研
修
会
を
実
施

▲消火までの時間を競いながら
行われた消火訓練

▲植樹式の様子
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区分
職員数（人） 対前年度

増減数
（▲は減少）

主な増減理由平成
30年度

平成
31年度

市長部局等注 4,903 5,013 110 公立保育所運営体制の確保、区役所機能強化等

消防局 1,108 1,111 3 救急需要対策

教育局 5,794 5,962 168
中学校における35人以
下学級の実施に伴う教
育職員の増等

水道局 411 413 2 水道施設再整備検討体制強化等

交通局 774 763 ▲11
バス乗務員の嘱託職員
化、地下鉄駅務業務の委
託増等

ガス局 314 314 0

市立病院 890 889 ▲1 退職者の不補充

合計 14,194 14,465 271

※各年４月１日現在
注市長部局等には、議会事務局・選挙管理委員会事務局・監査事務局・
農業委員会事務局・人事委員会事務局を含みます

◆職員数の増減理由

◆職員の平均給料月額、平均給与月額および平均
年齢の状況

※平成31年４月１日現在
※平均給与月額は平均給料月額に地域手当、扶養手当、通勤手当、
住居手当、時間外勤務手当、給料の特別調整額（管理職手当）等を
加えたものです

市の職員数と職員給与
職員数の状況について
　本市の職員数は、震災復興業務の縮小や行財政改革推
進プランに基づく委託化の推進等による減員を実施する
一方、公立保育所運営体制の確保や区役所機能強化、中
学校における35人以下学級の実施等により、平成31年
４月１日現在、前年同日に比べて271人増加しました。
　新たな行政需要に的確に対応していくため、必要な人
員数を確保しながら、既存事業の見直しや事務処理の効
率化などにより、引き続き職員数の適切な管理を行って
いきます。

問職員数については人事課☎214･1215、FAX268･2933
給与については労務課☎214･1217、FAX214･0014

◆特別職の報酬等の状況
区分 給料および報酬の月額 期末手当

市長
給料

1,218,300円

（平成30年度支給割合）　
６月期　1.575月分
12月期　1.775月分

計　3.35月分

副市長 969,000円

議長

報酬

1,020,000円

副議長 910,000円

議員 840,000円

※平成31年４月１日現在

◆職員の初任給の状況
区分 仙台市 国

一般
行政職

大学卒 185,700円
総合職 185,200円

一般職 180,700円

高校卒 149,100円 148,600円

※平成31年４月１日現在

◆職員数の推移

※各年４月１日現在
※平成29年度から県費負担教職員の権限移譲分が含まれています

給与決定の仕組み
　例年、仙台市人事委員会で、市内の民間事業所の給
与や物価などについて調査研究を行い、それに基づい
て市職員の給与の勧告を行っています。市職員の給与
は、この勧告のほか、国や他の地方公共団体との均衡
を考慮して、市議会での審議を経て条例により決定さ
れます。

　市職員の人事や給与、福利厚生などの状況の詳細は、
「仙台市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に
基づき公開しています。市役所本庁舎１階市政情報セン
ター、宮城野区・若林区・太白区情報センターで閲覧で
きるほか、市ホームページでもご覧いただけます。

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 327,000円 441,982円 42.2歳

技能職 358,100円 425,932円 51.2歳

特
集
③

0

9,400

9,600

14,000

14,200

14,400

14,600

9,596

9,396

14,201 14,194

9,519

（人）

14,465

平成29年度 平成30年度平成28年度平成27年度平成26年度 平成31年度

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号



今月のテーマ「防災・減災と震災経験の
伝承・発信」

政令指定都市・区制移行30周年

政令指定都市・区制移行30周年に当たり、さまざまなテーマに
沿って、これまでを振り返り、これからを展望していきます。

防
災
・
減
災
と
震
災
経
験
の

伝
承
・
発
信
の
取
り
組
み

　宮城教育大学では東日本大震災後、被
災地域の小・中学校などに大学生を派遣し、
学習支援を続けています。また、時がた
つにつれて被災地の様子も変化する中で、
震災学習・震災伝承を通じた防災教育に
も力を入れています。在学生の多くが学
校教員を志していますので、自分が教員
になったときに、どうすれば子どもの命
を守れるかを考え、また、受け持つ子ど
もに対して、災害に直面したときに生き
抜く力を育てられるよう、防災について
高いリテラシー（知識活用力）を備えた
教師の育成を目指しています。
　震災・防災学習の場の一つが「震災遺
構 仙台市立荒浜小学校」。この施設は、
自然災害の脅威や実情を伝えると同時に、
地元の方にとっては追悼と追憶の場所で
もあります。見学に行くからには、深い
学びにつなげる工夫が必要です。そこで
宮城教育大学の教職大学院では、震災遺
構における学びの手引書を作成。教員と
学生が、荒浜小の当時の教員や遺構の現
地スタッフ、実際に荒浜小遺構で課外学
習を行う学校との意見交換なども重ねな
がら、震災遺構訪問を見据えた授業プラ
ンの例を冊子にまとめました。
　さらに教員を目指す学生や現職教員の
防災力向上を目的に、今年 4 月に防災教
育研修機構「３１１いのちを守る教育研
修機構」を立ち上げ、8 月には仙台市・

仙台市教育委員会・本学で防災教育の推
進に関する三者協定を締結。震災伝承施
設や語り部の方、防災教育に力を入れて
いる学校などと連携して、震災・防災学
習の在り方を見出す活動を進めていきま
す。今後、教員の世代交代が進むと、震
災の記憶がない教員も教壇に立つことに
なります。そのためにも、震災経験の伝承・
発信を続けていくことが重要です。
　こうして教員の防災リテラシーの底上
げを図り、指導力をもった教員を養成し
ていくことは、子どもたちや保護者の防
災意識の向上にもつながります。また防
災教育を通じて、命の大切さや自然との
関わり方を学んでもらうことも、学校教
育の役割だと考えています。

震災の記憶や教訓を伝承し、
教員の防災力向上を目指す

今年９月に実施した、大学生を対象とした
荒浜地区での防災研修。命を守る教育の
重要性を学びました

在
仙
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
佐
藤
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
、
取
材
時
の
こ
ぼ
れ
話
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す

　
昭
和
53
年
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
。

仙
台
市
で
は
翌
年
全
国
に
先
駆
け
て
「
防
災

都
市
宣
言
」
を
行
う
と
と
も
に
、
発
災
日
を

「
市
民
防
災
の
日
」
と
定
め
、
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

本
市
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
防
災

環
境
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、「
よ
り
良
い

復
興
」
に
向
け
、
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

復
旧
や
住
宅
の
耐
震
化
向
上
の
支
援
な
ど
を

推
進
。
被
災
し
た
東
部
地
域
の
再
生
と
よ
り

強
靱
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
津
波
避
難
施

設
の
整
備
や
海
岸
公
園
の
再
整
備
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
地
域
防
災
力
向

上
を
図
る
た
め
、
仙
台
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
を
開
始
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
考
え
行
動
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
副
読
本
を
作
成
す
る
な
ど
、
防

災
教
育
を
推
進
。
防
災
意
識
の
高
い
人
材
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27
年
に

は
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
が
仙
台
で
開

催
さ
れ
、
国
際
的
な
防
災
の
取
り
組
み
指
針

「
仙
台
防
災
枠
組
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
に
は
「
せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ

ア
ル
交
流
館
」
を
開
館
し
、
翌
年
に
は
荒
浜

小
学
校
を
震
災
遺
構
と
し
て
公
開
。
市
中
心

部
に
お
け
る
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
の
整
備
の
検

討
を
行
う
な
ど
、
震
災
の
記
憶
や
経
験
を
未

来
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、震
災
の
経
験
と
教
訓
を
継
承
・
発

信
し
、
災
害
へ
の
対
応
力
強
化
に
向
け
た
防

災
・
減
災
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■プロフィール／専門は地理学。国内
外の大学等での勤務を経て、復興支援
や防災研究、人材の育成に従事。海外
の学校関係者に向けた震災教訓の発
信、国際協力にも取り組む

小田 隆史さん

宮城教育大学防災教育研修機構 
副機構長・准教授

き
ょ
う
じ
ん

令
和
元
年
七
月
十
二
日
初
校

９ 仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号
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令
和
元
年
十
月
十
一
日
初
校

10

11
月
の
お
知
ら
せ

11
月
の
お
知
ら
せ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号 仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

国道４号
（仙台バイパス）

国道45号日の出町二丁目

卸町四丁目

宮千代一丁目

新寺三丁目
福田大橋

宮城の萩大通り

宮城野通

広
瀬
橋

愛
宕
大
橋

青
葉
通

南
町
通

広
瀬
通

博
物
館

大
橋

定
禅
寺
通

愛
宕
上
杉
通

県
庁

市
役
所

美
術
館

仙
台
駅

仙
台
駅

長町駅

新寺通

●

●
●

●
●

●

第３中継所
13:24ころ

第４中継所
13:35ころ

第５中継所
14:08ころ

弘進ゴム　
アスリート
パーク仙台
フィニッシュ
14:30ころ

トークネットホール仙台
（仙台市民会館）前

国道４号
（仙台バイパス）

陸上自衛隊
仙台駐屯地
陸上自衛隊
仙台駐屯地

宮城野通

市
役
所

新寺通

車両全面
通行止め

13:45～14:25

車両全面通行止め区間
車両通行制限区間

　　　は先頭ランナーの通過予定時刻

全日本実業団対抗女子駅伝競走大会
交通規制のお知らせ

■11月24日㈰　12:15スタート
　実業団女子の駅伝日本一を決定する大会が開催されます。
松島町文化観光交流館前をスタートし、弘進ゴム　アスリー
トパーク仙台（仙台市陸上競技場）をフィニッシュとする
42.195kmのコースです。

問宮城県オリンピック・パラリンピック大会推進課
☎706･7117、スポーツ振興課☎214･8800

　市内では当日、12:45～14:45にコース周辺で交通規制
が行われます。皆さまのご理解とご協力をお願いいたしま
す。

□注意事項

□申込時の必要事項

□電話番号案内

□仙台市ホームページ
https://www.city.sendai.jp/
   仙台市携帯電話用ホームページ
https://www.city.sendai.jp/m/

仙台市役所
青葉区役所
宮城野区役所
若林区役所
太白区役所
泉区役所
宮城総合支所
秋保総合支所

261・1111（代）
225・7211（代）
291・2111（代）
282・1111（代）
247・1111（代）
372・3111（代）
392・2111（代）
399・2111（代）

右記の項目を（往復はがきには
返信先も）記入してください。
特に記載のないものは、はがき
１通につき１人、締切日消印有効。 申申し込み 問問い合わせ 申・問申し込み・問い合わせ

〔先着〕先着順  〔抽選〕申し込み多数のときは抽選

□お知らせの見方

お 知 ら せ

●催しは、11月6日からの内容を掲載しています
●料金の記載のないものは無料（入館料が必要な施設あり）
●休館日等は事前にご確認ください
●来庁 ・ 来場の際は公共交通機関をご利用ください
●ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921、
　☎214 ・1150へお問い合わせください
●市役所への郵便は郵便番号（〒980-8671）と課名のみ
　で届きます

○申し込む内容
　（講座名等）
○〒住所
○氏名（フリガナ）
○電話・
　ファクス番号
○その他必要事項

　 仙台市広報課Facebookページ
httpｓ://www.facebook.com/sendaipr/

□

□

税のお知らせ
■家屋調査へご協力をお願いします
　12月31日までに新増築工事等が完了した家屋には、令和２年
度から固定資産税が課税されます。課税の基礎となる家屋評価
額算出のため、間取りの分かる平面図や、部屋ごとの仕上一覧
などの資料の提出をお願いしています。対象となる方には、個
別にお知らせします。
問北固定資産税課☎214･8604（青葉区）、☎214･8605（泉区）、
南固定資産税課☎214･8694（宮城野区・若林区）、☎214･8695

（太白区）
■各種説明会（※いずれも直接会場へ）
◆令和元年分年末調整説明会（開始30分前から受け付け）

管内 日時 会場
仙台北税務署
仙台中税務署
仙台南税務署

11/13 ㈬
10:00 ～ 12:00

仙台サンプラザホール
14:00 ～ 16:00

◆令和元年分所得税青色申告決算説明会
区分 日時 会場

営業等
12/10 ㈫

10:00 ～ 12:00
仙台銀行ホール　イズミティ21

12/11 ㈬ 宮城野区文化センター
12/12 ㈭ 太白区文化センター

不動産
12/10 ㈫ 14:00 ～ 16:00 仙台銀行ホール　イズミティ21
12/11 ㈬ 13:30 ～ 15:30 宮城野区文化センター
12/12 ㈭ 14:00 ～ 16:00 太白区文化センター

農業 12/13 ㈮ 14:00 ～ 16:00 仙台銀行ホール　イズミティ21

◆消費税の軽減税率制度に関する事業者向け説明会
日時 会場 定員

11/6 ㈬ ①10:30 ～ 12:00、
②14:00 ～ 15:30 若林区役所６階ホール 各100人

★ 11/7 ㈭、
12/3 ㈫

①10:00 ～ 11:30、
②13:30 ～ 15:00

仙台北税務署
（青葉区上杉 1-1-1） 各120人

12/10 ㈫ ①10:30 ～ 12:00、
②14:00 ～ 15:30

宮城野区役所６階ホール 各60人

12/13 ㈮ 仙台南税務署
（太白区柳生 2-28-2） 各50人

■台風第19号に係る市税の減免等について
　台風第19号により所有する資産に損失を受けた方は
市税の減免等を受けられる場合があります。詳しくはお
問い合わせください。

【個人市県民税等の減免および期限の延長に関すること】
◆個人市県民税について

◆固定資産税について

【法人市民税等の申告期限の延長に関すること】
◆法人市民税について
問市民税企画課☎214･1102
◆事業所税について
問市民税企画課☎214･1101

【納税に関すること】

●対象

∥

①個人事業者の方②法人事業者の方　●いずれも先着
順となります　●★は事前申込制。ご希望の方は仙台北税務署
へご連絡ください　問仙台北税務署☎222･8121、仙台中税務
署☎783･7831、仙台南税務署☎306･8001

J
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
を
、
12
月

４
日
㈬
午
前
11
時
に
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
危

機
管
理
室
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
試
験
電
文

が
配
信
さ
れ
る
ほ
か
、
市
東
部
79
カ

所
に
設
置
し
て
い
る
屋
外
拡
声
装
置

に
よ
り
、
試
験
音
声
が
放
送
さ
れ
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課
☎
214
・
８
５
１
９

消
火
器
・
誘
導
標
識
点
検
ア
プ

リ
「
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
（
キ
カ

ッ
ト
）」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
消
火
器
や
誘
導
標
識
の
点
検
、
報

告
書
の
作
成
が
で
き
る
ア
プ
リ
「
K

I
K
A
T
T
O
」
を
11
月
１
日
㈮
か

ら
配
信
し
ま
す
。

　
消
防
用
設
備
等
を
設
置
し
て
い
る

建
物
の
所
有
者
等
は
、
定
期
的
な
点

検
と
、
消
防
署
へ
の
報
告
が
義
務
付

仙
台
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
お
知
ら
せ　

 

商
品
券
購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
は

11
月
29
日
㈮
ま
で
で
す

　
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
等
を
除
く
）
で
購
入
対
象
と
な
り

得
る
方
に
、
申
請
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
購
入
引
換
券
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
11
月
29
日
㈮
ま
で
に

申
請
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

他
市
区
町
村
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
購
入
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
へ

　
市
内
に
転
入
等
さ
れ
た
方
で
、
他

市
区
町
村
が
発
行
し
た
購
入
引
換
券

を
お
持
ち
の
場
合
、
市
の
購
入
引
換

券
に
交
換
で
き
ま
す
。
交
換
希
望
の

方
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
令

和
２
年
２
月
14
日
㈮
ま
で
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
302
・
４
９
３
０
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）、
地
域
産
業

支
援
課
☎
214
・
８
７
６
６

Ｎ
E
T
（
ネ
ッ
ト
）
１
１
９
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
画
面
操
作

で
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
「
N
E

T
1
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

◦
利
用
で
き
る
方‖

市
内
に
お
住
ま

い
で
次
の
①
②
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
①
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障
害
が

あ
り
、
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

地
価
マ
ッ
プ
を
取
引
の
参
考
に          

　
令
和
元
年
度
の
地
価
調
査
の
結
果

が
分
か
る
「
地
価
マ
ッ
プ
」
を
、
市

生
け
垣
づ
く
り
に
助
成
し
ま
す

　
市
街
化
区
域
内
ま
た
は
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
津
波
浸
水
区
域
等
に
あ

る
宅
地
に
お
い
て
、
道
路
か
ら
視
認

で
き
る
奥
行
き
10
メ
ー
ト
ル
以
内
の

場
所
（
隣
地
境
界
を
除
く
）
に
生
け

垣
を
設
置
す
る
場
合
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◦
工
事
着
手
３
週
間
前
ま
で
に
申
請

し
、
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
条

件
で
す　
◦
生
け
垣
の
設
置
に
伴
う

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
に
つ
い

て
も
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

◦
申
請
期
限

∥

令
和
２
年
２
月
28
日

申
・
問
区
役
所
街
並
み
形
成
課
（
☎

は
10
ペ
ー
ジ
）

基
準

助
成
金
額

高
さ
が
60
㎝
以
上
の

樹
木
を
１
m
当
た
り

２
本
以
上
植
栽
し
、

連
続
す
る
生
け
垣
の

植
栽
延
長
が
５
m
以

上
ま
た
は
植
栽
延
長

１
m
以
上
の
複
数
の

生
け
垣
の
総
延
長
が

５
m
以
上
で
あ
る
こ

と

生
け
垣
の
設
置
費

用
の
半
額
か
、植

栽
樹
木
の
本
数
に

2
5
0
0
円
を
乗

じ
た
額
の
い
ず
れ

か
少
な
い
方
（
上

限
15
万
円
、
１
０

０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
点
検
の
際
に
は

ア
プ
リ
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtt

p://tfu-sendaisyoubou.jp/
index.htm

l

を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
消
防
局
予
防
課
☎
234
・
１
１
１
１

泉
図
書
館
の
臨
時
休
館　
　
　

　
蔵
書
点
検
等
に
伴
い
、
泉
図
書
館

（
分
室
を
含
む
）を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

◦
期
間‖

11
月
25
日
㈪
～
12
月
３
日

㈫　
問
泉
図
書
館
☎
375
・
６
1
6
1

仙
台
市
都
市
計
画
審
議
会　
　

 

◦
日
時‖

11
月
20
日
㈬
午
後
２
時
～

◦
会
場‖

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

仙
台
勾
当
台
（
青
葉
区
国
分
町
３│

６│

１
）　
◦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
、
宮
城
野
区
・
若
林
区
・
太
白

区
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
会
議
の
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す　
問
都
市
計
画

課
☎
214
・
8
2
9
4

高
等
学
校
等
修
学
資
金
借
入
支

援
制
度
の
ご
案
内

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
教
育
一
般

貸
付
（
国
の
教
育
ロ
ー
ン
）
を
ご
利

用
の
方
が
負
担
す
る
借
入
利
子
の
う

ち
、
高
等
学
校
等
の
在
学
期
間
中
に

支
払
っ
た
利
子
を
補
助
し
ま
す
。

◦
申
請
期
間‖
12
月
13
日
㈮
ま
で

（
必
着
）　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住

ま
い
の
高
等
学
校
等
の
生
徒
の
保
護

者　
◦
市
税
の
完
納
等
の
条
件
有
り

　
申
市
役
所
上
杉
分
庁
舎
11
階
学
事
課
、

区
役
所
総
合
案
内
等
で
配
布
す
る
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で　
問
学
事
課
☎

214
・
８
８
６
１ １

学
年
２
学
年
３
学
年

支援対象となる借入限度額
宮城県奨学金を
受けていない場合

公立

90
万円

50
万円

25
万円

私立

150
万円

80
万円

40
万円

宮城県奨学金を
受けている場合

公立

20
万円

―

―

私立

40
万円

―

―

役
所
本
庁
舎
１
階
市
政
情
報
セ
ン
タ

ー
、
宮
城
野
区
・
若
林
区
・
太
白
区

情
報
セ
ン
タ
ー
で
販
売
（
１
部
１
０

０
０
円
）
し
て
い
ま
す
。

問
財
産
管
理
課
☎
214
・
１
２
８
８

が
難
し
い
②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る

◦
事
前
登
録
制
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い　
申
消
防
署
、
区
役
所
障
害
高

齢
課
、
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
等
で

配
布
す
る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で　

問
消
防
局
指
令
課
☎
234
・
１
１
１
１
、

℻
234
・
２
３
６
４

住
民
票
に
旧
姓
が
記
載
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

　
11
月
５
日
か
ら
、
婚
姻
や
養
子
縁

組
な
ど
を
さ
れ
る
前
の
姓
を
住
民
票

に
記
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

旧
姓
記
載
後
は
旧
姓
に
よ
る
印
鑑
登

録
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
お
手
続
き
に
は
戸
籍
謄
本
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
区
役
所
戸
籍
住
民
課
、
総
合
支
所

税
務
住
民
課
（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

対象 物件所在地域 担当課 電話番号

土地・
家屋

青葉区
北固定資産税課

〔土地〕☎214･8596
〔家屋〕☎214･8604

泉区 〔土地〕☎214･8597
〔家屋〕☎214･8605

宮城野区・
若林区

南固定資産税課

〔土地〕☎214･8689
〔家屋〕☎214･8694

太白区 〔土地〕☎214･8690
〔家屋〕☎214･8695

償却資産 全区 資産課税課 ☎214･8619

対象 担当課 電話番号

特別徴収（給与・公的年金から引き落
としによる納付）の方

市民税課

☎214･1009

普通徴収（納付書・
口座振替による納

付）の方

青葉区・泉区 ☎214･8637
宮城野区・若林区・

太白区 ☎214･8638

対象 担当課 電話番号
青葉区にお住まいの個人、所在する法人

北徴収課
☎214･8152

泉区にお住まいの個人、所在する法人 ☎214･5027
宮城野区・若林区にお住まいの

個人、所在する法人 南徴収課
☎214･8153

太白区にお住まいの個人、所在する法人 ☎214･8154
市外にお住まいの個人、所在する法人 徴収対策課 ☎214･8661



令
和
元
年
十
月
十
一
日
初
校

事
務
所
を
持
た
な
い
団
体
（
事
業
者

を
除
く
）　
◦
募
集
数‖

１
ブ
ー
ス

〔
選
考
〕　
◦
設
備
等‖

机
・
い
す
・

ロ
ッ
カ
ー
。
面
積
約
４
平
方
メ
ー
ト

ル　
◦
使
用
料‖

月
額
７
２
０
０
円

申
市
役
所
二
日
町
第
四
仮
庁
舎
（
ア

ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
勾
当
台
ビ
ル
）
２
階

市
民
協
働
推
進
課
、
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
配
布
の
申
込
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
で
12
月
６
日
ま
で　
問

市
民
協
働
推
進
課
☎
214
･
１
０
８
９

ジ
ャ
パ
ン
ト
ッ
プ
12
卓
球
大
会

観
戦
の
ご
招
待

　
国
内
の
ト
ッ
プ
選
手
が
集
ま
る
大

会
で
す
。

◦
大
会
日
時‖

12
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
午
前
10
時
～　
◦
会
場‖

カ
メ
イ

ア
リ
ー
ナ
仙
台
（
仙
台
市
体
育
館
）

◦
定
員‖

各
10
組
20
人
〔
抽
選
〕　

◦
当
選
者
に
は
11
月
22
日
ま
で
に
チ

ケ
ッ
ト
を
発
送
し
ま
す　
申
は
が
き

に
申
込
時
の
必
要
事
項
と
観
戦
希
望

日
を
記
入
し
て
11
月
15
日
（
必
着
）

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
せ

ん
だ
い
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

内
）（
〒
980│

0012
青
葉
区
錦
町
1
─

３
─
９
、
☎
215
・
３
２
０
９
）

1213

11
月
の
お
知
ら
せ

11
月
の
お
知
ら
せ

お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

●直接会場へ　問仙台市障害者福祉協会☎266･02
94、FAX266･0292
■ウエルフェアスポーツ2019
●日時 ∥12月７日㈯10:00～15:00　●会場 ∥宮城
野体育館　●内容 ∥車いすバスケットボール、ボッ
チャ、バドミントンなど10種目以上の障害者スポ
ーツの体験　●持ち物 ∥室内用運動靴　●直接会
場へ　問仙台市障害者スポーツ協会☎236･8690、
FAX236･8691
■ウエルフェアアート展
●日時 ∥12月３日㈫～９日㈪9:00～17:00　●会
場 ∥ 福祉プラザ　●内容 ∥障害者週間のポスター、
障害のある方の書道・写真・絵画作品の展示　問仙
台市障害者福祉協会☎266･0294、FAX266･0292
■障害者福祉センターの催し（★は直接会場へ）

12月３日～９日は障害者週間です
■福祉まつり「ウエルフェア2019（障害者週
間記念式典）」
●日時 ∥12月８日㈰13:00～17:00　●会場 ∥福
祉プラザ　●手話通訳・要約筆記有り

時間 内容

第１部 13:00～
14:00

記念式典（心の輪を広げる体験作文や
障害者週間のポスター等入賞者の表彰）

第２部 14:15～
14:45

ステージ発表（障害のある方による歌
やダンスなど）

第３部 15:00～
17:00

障害者スポーツに関するトークセッシ
ョン

申①③⑥11月12日10:00から各障害者福祉センター
等で配布する申込書で。電話またはＥメール（申込
時の必要事項を記入）でも申し込めます　申・問①
②⑦太白障害者福祉センター☎308･8801、FAX30
8･8803、Ｅ メ ー ルoffice-ta@shinsyou-sendai.or.
jp③④⑦宮城野障害者福祉センター☎292･8474、
FAX292･8476、Ｅメールoffice-mi@shinsyou-sen
dai.or.jp⑤⑥⑦若林障害者福祉センター☎294･04
50、FAX285･2430、Ｅメールoffice-wa@shinsyo
u-sendai.or.jp

日時 内容 会場

① 12/6㈮ 10:30～
11:30 リース作り教室 太白障害者

福祉センター② 12/7㈯ 10:30～
11:30

クリスマスコン
サート★

③

12/7㈯

10:30～
11:30

クリスマスリー
ス作り教室 宮城野障害者

福祉センター④ 13:30～
14:30

みやぎのコンサ
ート★

⑤ 11:00～
12:00

ロビーコンサー
ト★ 若林障害者

福祉センター⑥ 13:00～
14:00

サウンドテーブ
ルテニス体験会

⑦ 12/3㈫
～8㈰

9:00～
17:00 ミニ作品展★ 宮城野・若林・太白

障害者福祉センター

いず☆ちゅう健
け ん こ う さ い

幸祭

問①～⑤障害者総合支援センター☎771･6511、FAX
371･7313⑥～⑨健康増進センター☎374･6661、
FAX374･6664

●日時‖11月30日㈯10:00～16:00（★は13:00
から、⑨は15:00まで）　●会場‖障害者総合支援
センター、健康増進センター　●直接会場へ

　楽しみながら健康づくりの体験をしたり、障害に
ついて学んだりするイベントです。

催し名 内容

① ミ ニ ミ ニe
ア イ
ye e

ア イ
ye

福祉機器展 視覚障害者のための生活用具展示会

② 見えない人へのガ
イド法講座

視覚障害者への正しい介助方法に関
する講座

③ スティックボール体
験

視覚障害者のために考案されたニュ
ースポーツ・スティックボールの体験

④ きこえの体験教室 難聴体験や最新の補聴器使用体験
⑤ こころの健康チェ

ックコーナー
リラックス度チェック、アルコール
パッチテスト（各100人〔先着〕）

⑥ 足こぎ車いす体験・
VR体験

足でこぐ車いすのタイムトライアル
など

⑦ 体験・体感・相談コ
ーナー

脳活体操、物忘れチェック、ストレ
ッチ、軽体操、健康相談

⑧ 健康測定コーナー 血管健康度測定、疲労度測定、骨密度
測定(★）、薬と健康の相談会(★）など

⑨ ノルディックウオー
キングを体験しよう

専用ポールを使い、膝や腰に負担を
かけずにできるウオーキング体験

●障害のある方が作ったふれあい製品の販売も有り

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
ま
し
ょ
う 

　
11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
、

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
で

す
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
や

緩
や
か
な
発
進
を
す
る
こ
と
で
、
大

気
汚
染
防
止
だ
け
で
は
な
く
、
燃
料

の
消
費
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
一
人
一
人
が
環
境
に
優
し

い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
対
策
課
☎
214
・
８
２
２
２

小
型
充
電
式
電
池
や
小
型
家
電

は
ご
み
袋
に
入
れ
な
い
で

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
小
型
充

電
式
電
池
（
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

を
含
む
）
は
、
破
損
や
変
形
に
よ
り
、

発
火
・
破
裂
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

収
集
中
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
ご
み

袋
や
缶
・
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回

収
容
器
に
混
ぜ
ず
に
、
回
収
協
力
店

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
型

家
電
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
場
合
は
抜

き
取
り
、
本
体
は
小
型
家
電
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
家
庭
ご
み
減
量
課
☎
214・８
２
２
６

ブ
ロ
ッ
ク
塀
実
態
調
査
を
行
い

ま
す

　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
把
握
す

る
た
め
、
市
内
の
公
道
（
国
道
・
県

道
・
市
道
）
と
指
定
通
学
路
に
面
し

て
設
置
さ
れ
て
い
る
民
間
所
有
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
実
態
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
対
象
と
な
る
次
の
小
学
校

区
周
辺
世
帯
に
は
、
事
前
に
調
査
実

施
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

問
建
築
指
導
課
☎
214
・
８
３
２
３

ひ
き
こ
も
り
支
援
「
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
」
利
用
者
募
集

　
人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
、
外
出
す

る
き
っ
か
け
が
欲
し
い
な
ど
の
思
い

を
抱
え
る
青
年
期
の
方
が
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
少
人
数
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

◦
利
用
日
時‖

月
２
回
（
火
曜
日
）

午
後
２
時
～
３
時
半　
◦
対
象‖

市

内
に
お
住
ま
い
で
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
方　
◦
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い　
問
精
神
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
☎
265
･
２
３
０
５

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
事
務
用
ブ
ー
ス
」使
用
団
体
追

加
募
集 

◦
使
用
期
間‖

令
和
２
年
２
月
１
日

～
８
月
31
日　
◦
対
象‖

継
続
的
に

市
民
活
動
を
行
い
、
市
内
に
専
用
の

保
健
･
福
祉

募
集

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
み
や
ぎ
・
せ
ん
だ

い
２
０
１
９
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◦
日
時‖

11
月
30
日
㈯
正
午
～
午
後

２
時　
◦
会
場‖

J
R
仙
台
駅
２
階

◦
内
容‖

伊
達
武
将
隊
が
エ
イ
ズ
の

正
し
い
理
解
と
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）

検
査
の
受
検
を
呼
び
掛
け
ま
す

エ
イ
ズ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

　
エ
イ
ズ
等
に
関
す
る
検
査
・
相
談

を
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◦
①
③
は
予
約
制
。
②
は
直
接
会
場

へ　
①
③
の
申
検
査
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
の
平
日
午
後
１

時
～
４
時
に
予
約
専
用
電
話
☎
090
・

４
４
７
８
・
４
６
４
１
で
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

問
健
康
安
全
課
☎
214
・
８
０
２
９

国
民
健
康
保
険
料
は
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
国
民
健
康

保
険
制
度
を
支
え
る
大
事
な
財
源
で

検
査

日
時

会
場
定
員

検
査
結
果

①夜間エイ
ズ・梅毒・ク
ラミジア検査

12/5㈭
17:30～
19:00

青葉区役所

35人〔先着〕

後日、直接本
人にお知らせ
します

②エイズ・
梅毒即日
検査会
12/7㈯
13:00～
17:00

青葉区役所

―

採血後約１時間ほどでお知
らせします（判定保留の場
合は、後日お知らせします）

③アエル夜間
検査―エイズ・
梅毒即日検査

12/13㈮
17:00～
19:00

アエル６階

30人〔先着〕

す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付

に
お
困
り
の
方
は
、
減
免
等
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年

金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
次
の
対
象
金
融
機
関
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
口
座
届

出
印
が
な
く
て
も
区
役
所
や
総
合
支

所
の
窓
口
で
国
民
健
康
保
険
料
の
口

座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

◦
対
象
金
融
機
関‖

七
十
七
銀
行
、

仙
台
銀
行
、
杜
の
都
信
用
金
庫
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行　
◦
受
付
窓
口‖

区
役

所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年
金
課
、

秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課　
◦
申

し
込
み
に
必
要
な
も
の‖

キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
、
国
民
健
康
保
険
の
通
知

書
番
号
が
分
か
る
も
の
（
保
険
料
の

通
知
書
、
領
収
書
等
）　
◦
口
座
名

義
人
本
人
に
よ
る
手
続
き
が
必
要
で

す　
◦
金
融
機
関
窓
口
で
口
座
振
替

依
頼
書
に
よ
り
申
し
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す　
問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支

所
保
険
年
金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保

健
福
祉
課
（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

市
民
健
診
の
受
診
を
お
忘
れ
な

く 

　
市
が
実
施
す
る
市
民
健
診
の
う
ち
、

胃
が
ん
・
子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
お
よ
び
基
礎
健
診
の

追
加
申
し
込
み
の
締
め
切
り
は
11
月

29
日
（
必
着
）
で
す
（
肺
が
ん
・
結

核
健
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
の
受
け

付
け
は
終
了
し
ま
し
た
）。申
し
込
み

案
内
は
、
お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
、

総
合
支
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
の
み
）
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
す
で
に
受
診
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
区
役
所
家
庭
健
康
課
、
総
合
支
所

保
健
福
祉
課
（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

仙
台
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
お
知
ら
せ

入
会
説
明
会

　
子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
利
用
時

間
に
応
じ
た
費
用
が
か
か
り
ま
す
）

と
、
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
対

象
の
説
明
会
で
す
。

◦
日
時‖

12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
15
分　
◦
会
場‖

市
役
所
本
庁

舎
８
階
ホ
ー
ル　
◦
託
児
有
り
（
１

歳
～
３
歳
６
カ
月
。
要
申
し
込
み
）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
参
加
者

の
氏
名
と
電
話
番
号
、
託
児
希
望
の

方
は
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
も
記

入
）
で

協
力
会
員
募
集

　
子
ど
も
を
預
か
る
子
育
て
支
援
活

動
に
参
加
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
健
康

な
20
歳
以
上
の
方
で
、
入
会
説
明
会
、

面
接
お
よ
び
講
習
会
を
受
講
で
き
る

方
。
資
格
は
不
要
で
す　
◦
活
動
内

容‖

保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
そ
の
前

後
の
預
か
り
等　
◦
報
酬
有
り　
◦

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
い
ず
れ
も
申
・
問
仙
台
す
く
す
く

サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局
☎
214
・
５
０

０
１
、
℻
214
・
8
6
1
0

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

調
査

期
間
調
査
対
象
範
囲
（
小
学
校
区
周
辺
）

11月上旬～令和２
年３月中旬（予定）

【
青
葉
区
】東
二
番
丁
小
・木
町
通

小
・立
町
小
・東
六
番
丁
小
・片
平
丁

小
・上
杉
山
通
小
【
宮
城
野
区
】榴

岡
小
・原
町
小
【
若
林
区
】南
材
木

町
小
・荒
町
小
・連
坊
小
路
小
【
太

白
区
】向
山
小
・八
木
山
小
【
泉
区
】

南
光
台
小
・南
光
台
東
小

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！     

　
冬
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
健
康

被
害
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
調
理

前
の
手
洗
い
や
、
食
品
の
十
分
な
加

熱
調
理
等
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
の
予
防
方
法
等
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
区
役
所
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
課
お
よ
び
衛
生
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
区
役
所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理

課
ま
た
は
衛
生
課（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

障
害
の
あ
る
児
童
の
入
園
募
集

◦
募
集
施
設‖

な
か
よ
し
学
園
（
宮

城
野
区
鶴
ケ
谷
５
─
22
─
１
）、
な

の
は
な
園
（
太
白
区
郡
山
６
─
７
─

１
）　
◦
対
象‖

障
害
の
あ
る
、
お

お
む
ね
3
歳
以
上
で
、
毎
日
通
園
が

可
能
な
児
童
各
30
人
程
度
（
在
園
児

を
含
む
）　
◦
募
集
期
間‖

11
月
１

日
～
令
和
２
年
１
月
31
日　
◦
入
園

は
令
和
２
年
4
月　
◦
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い　
問
【
青
葉
区
・
宮
城
野

区
・
泉
区
】
北
部
発
達
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
375
･
0
1
8
2
、【
若
林

区
・
太
白
区
】
南
部
発
達
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
247
･
3
8
2
5

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
で
す　

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
ま

ま
放
置
す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。
ご
本
人
の
申
請
手

続
き
に
よ
っ
て
納
付
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年

金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）



令
和
元
年
十
月
十
一
日
初
校

14

11
月
の
お
知
ら
せ

お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

首
都
圏
で
U
I
J
タ
ー
ン
就
職

支
援
―
仙
台
市
＆
山
形
市
ジ
ョ

ブ
フ
ェ
ア

◦
日
時‖

11
月
15
日
㈮
午
後
１
時
～

５
時　
◦
会
場‖
専
修
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
奈
川
県
川
崎

市
多
摩
区
登
戸
２
１
３
０
─
２
）

◦
内
容‖

面
接
マ
ナ
ー
講
座
や
仙

台
・
山
形
の
企
業
20
社
に
よ
る
仕
事

内
容
や
業
界
説
明　
◦
対
象‖

令
和

３
年
3
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
等　

申
Ｅ
メ
ー
ル（
件
名
に「
ジ
ョ
ブ
フ
ェ

ア
希
望
」と
記
入
）に
氏
名
、学
校
名
、

学
年
を
記
入
し
て
11
月
13
日
ま
で
に

地
域
産
業
支
援
課
☎
214
・
１
０
０
７
、

kei008050@
city.sendai.jp

起
業
・
創
業
な
ん
で
も
相
談

D
A
Y
（
デ
ー
）

◦
会
場‖

ア
エ
ル
７
階　
申
11
月
６

日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接

窓
口
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://

w
w
w
.siip.city.sendai.jp/

assista/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　

申
・
問
仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎

724
・
１
２
１
２

日
時

内
容

定
員

11/27㈬、
12/18㈬

13:00
～

14:00
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

起
業
講
座

各10人
〔先着〕

14:00
～

17:00
個
別
相
談

―

薬
物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

　
10
・
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用

防
止
運
動
期
間
で
す
。
薬
物
の
乱
用

は
自
分
の
身
体
を
傷
つ
け
る
だ
け
で

な
く
、
家
族
な
ど
大
切
な
人
の
日
常

を
も
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
正

し
い
知
識
と
強
い
意
志
で
、
甘
い
誘

惑
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。　

問
健
康
安
全
課
☎
214
・
8
０
８
4

仙
台
市
役
所
し
ご
と
セ
ミ
ナ
ー

　
市
職
員
に
よ
る
業
務
の
説
明
や
市

職
員
と
の
座
談
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

①
働
き
た
い
障
害
の
あ
る
方
向
け
説

明
会

◦
日
時‖

ア
11
月
13
日
㈬
イ
11
月
30

日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
半　
◦
会
場

個
人
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研

修
　
市
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務

を
受
託
す
る
予
定
が
あ
る
事
業
者
の

個
人
情
報
保
護
責
任
者
を
対
象
に
し

た
研
修
で
す
（
受
講
は
外
部
委
託
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

◦
日
時‖

11
月
26
日
㈫
午
後
１
時
半

～
５
時　
◦
会
場‖

野
村
不
動
産
仙

台
青
葉
通
ビ
ル
（
青
葉
区
中
央
３│

２│
23│
６
階
）　
◦
定
員‖

30
人

産
業
廃
棄
物
セ
ミ
ナ
ー　
　
　

  

◦
日
時‖

11
月
28
日
㈭
午
後
２
時
～

４
時　
◦
会
場‖

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

（
青
葉
区
本
町
２│

12│

７
）　
◦

内
容‖

産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、

排
出
事
業
者
の
責
務
に
つ
い
て
な
ど

◦
対
象‖

産
業
廃
棄
物
排
出
事
業
者

や
処
理
業
者
の
方
200
人
〔
先
着
〕　

◦
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん　
申

11
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要

事
項
を
記
入
）
で
事
業
ご
み
減
量
課

☎
214
・
８
２
３
５
、
℻
214
・
８
３
５

６
、
Ｅ
メ
ー
ルkan007230@

cit
y.sendai.jp

‖

ア
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
イ

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　
◦
内

容‖

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
等

支
援
機
関
の
紹
介
や
働
き
方
、
働
く

前
の
準
備
等　
◦
対
象‖

市
内
に
お

住
ま
い
の
15
歳
以
上
の
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
等
各
10
人
〔
先
着
〕

②
移
動
相
談

◦
日
時‖

11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時　
◦
会
場‖

障
害
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住

ま
い
の
15
歳
以
上
の
障
害
の
あ
る
方

と
そ
の
家
族
等

※
い
ず
れ
も
申
11
月
６
日
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
申
込

時
の
必
要
事
項
と
①
は
参
加
希
望
日

も
記
入
）
で
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
772
・
5
5
1
７
、
E
メ
ー
ル

info@
sendai-w

sc.jp

◦
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い　
◦
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の

有
無
が
採
用
に
影
響
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん　
申
11
月
14
日
午
前
９
時

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で　
問
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
☎
214
・
４
４
５
７

〔
先
着
〕。
１
社
に
つ
き
２
人
ま
で　

申
11
月
12
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

富
士
通
エ
フ
・
オ
ー
・
エ
ム
㈱
☎

264
・
３
７
１
０　
問
I
C
T
推
進
課

☎
214
・
1
2
6
0

「ストップ！DVキャンペーン2019」
　11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす
運動」期間です。市とせんだい男女共同参画財団で
は、DV（配偶者やパートナーなどからの暴力）被
害者への支援とDV防止に向けた啓発に集中して取
り組みます。
■期間限定「女性への暴力無料相談電話」
　DVや性暴力など、あらゆる暴力に悩む女性のた
めの通話料無料の電話相談を実施します。身体への
暴力だけでなく、精神的・経済的・性的暴力もDV
です。一人で悩まず、まずは相談ください。
● 開 設 日 時 ∥11月14日 ㈭ ～16日 ㈯9:00～21:00

（16日は17:00まで）　●フリーダイヤル 0120･
265･330（携帯電話や公衆電話等からも利用可）
■「女性への暴力相談電話」も通年で開設中です
●開設日時∥㈪～㈮9:00～17:00（㈫のみ19:00まで。
祝休日・年末年始を除く）☎268･5145
■エル・ソーラ仙台「女性相談」もご利用ください

【電話相談】☎224･8702　●日時∥㈪・㈬～㈯9:00
～15:30（祝休日・休館日を除く）　【面接相談】●期
日∥㈪～㈯（要予約）　●予約受付日時∥㈪～㈯9:00
～17:00（㈫のみ21:00まで。祝休日・休館日を除く）
☎268･8302　●託児はお問い合わせください

し
ご
と

問被災者支援情報ダイヤル☎214･3805（平日9:00～17:00）

東日本大震災で被災した方のための支援情報

配分対象 配分額

人的被害 死亡・行方不明者 5,000円災害障害見舞金を支給された方

住家被害
（１世帯当たり）

津波浸水区域で被災
した世帯

全壊 6,000円
大規模半壊 4,000円

上記区域以外で被災
した世帯

全壊 5,000円
大規模半壊 3,000円

●「東日本大震災災害義援金申請書」を提出済みの方は新た
な申請は必要ありません。11月中旬までに振り込む予定です

■災害義援金の追加配分が決まりました

問男女共同参画課☎214･6143

日
時

対
象

会
場

12/14㈯
14:30～
16:45

主に大学生・大学院生(高校生や社会人も参加可)

50人〔先着〕
（試験区分に関係

なく参加可能）

都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
７

階（
東
京
都
千

代
田
区
平
河

町
2
─
4
─

1
）

12/18㈬
10:00～
12:00

土木・建築・
機械・電気

30人
〔先着〕

地
下
鉄
荒
井

車
両
基
地

13:30～
15:30

事務
各120人
〔先着〕

市
役
所
本
庁

舎
８
階
ホ
ー

ル

16:30～
18:30

15

11
月
の
お
知
ら
せ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入
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相談内容 日時等 電話 会場・その他

せんだい妊
娠ほっとラ
イン

毎週㈪・㈬・㈮
10:00～19:00

みやぎ子育て・
女性健康支援
センター
☎229･2388

思いがけない妊娠の悩
みに助産師が対応／Ｅ
メールsiensenter@g
mail.comでも相談可

不妊・不育症
に関する相
談

毎週㈬
9:00～10:00、

毎週㈭
15:00～17:00

みやぎ・せんだ
い不妊・不育専
門相談センター
☎728･5225

専門の相談員が対応

女性医療相
談★

毎週㈯
14:00～17:00

宮城県女医会
☎090･7075･
2525

アエル29階で／女性
医師による女性の健康
相談／予約制／託児有
り

シングルマ
ザーの就業・
自立相談★

毎週㈫
11:00～19:00、

毎週㈬～㈯
9:00～17:00

母子家庭相談
支援センター
☎212･4322

予約制／託児有り

男性のため
の電話相談

11/29までの
毎週金曜日

18:00～21:00

相談専用電話
☎ 0 8 0 ･ 2 8 0
6･4641

生き方や働き方等の悩
みに男性相談員が対応

生 活 困 り ご
とと、こころ
の 健 康 相 談
会

11/19㈫
13:00～16:00

宮城県司法書
士会
☎263･6755

宮城県司法書士会館で
／司法書士・保健師・
臨床心理士等が対応／
予約制

無料法律相
談とこころ
の健康相談
会

11/23㈷
13:00～17:00

仙台いのちの
電話事務局
☎718･4401

福祉プラザで／カウン
セラー・弁護士が対応
／予約制／託児有り

父子家庭の
就業相談・一
般生活相談
★

毎週㈮・㈯
11:00～16:00

父子家庭相談
支援センター
☎302･3663

Ｅメールkosodate@
personal-support.
orgでも相談可

電話による
消費生活特
別相談

11/17㈰
10:00～16:00

(１人30分)

消費生活特別
相談ダイヤル
☎212･3110

弁護士・司法書士・消
費生活相談員が対応

高齢者に関
わる総合相
談

①一般相談
10:30～16:30
②専門相談
指定日時

シルバーセン
ター総合相談
センター
☎215･4135

②専門相談（税務・年
金・法律）は予約制。曜
日や時間など詳しくは
お問い合わせを

仕事とここ
ろの相談会

（夜間）
11/18㈪

18:00～20:30
障害者支援課
☎214･8165

エル・パーク仙台で／
弁護士、臨床心理士が
対応／予約制

経営に関す
る法律相談

11/21㈭
9:15～12:00

仙台市産業振
興事業団
☎724･1212

アエル７階で／弁護士
が対応／予約制

キャリア・コ
ンサルティ
ング

11/8㈮・14㈭・
27㈬、12/3㈫・

6㈮
10:00～17:00、

11/21㈭
13:40～20:00

アエル７階で／予約制
／申ホームページhtt
ps://www2.siip.city.
sendai.jp/jobsta/の
申し込みフォームまた
は電話で

休日・夜間の
起業相談

11/10㈰
9:00～17:00、
11/12㈫・19㈫
17:15～20:15

アエル７階で／予約制

働き方改革
―企業向け
無料相談

11/15㈮
10:00～16:00
（１回最大

１時間）

アエル７階で／予約制
／申ホームページhtt
ps://siip.city.sendai.
jp/の申し込みフォー
ムでまたは電話で

事業承継に
関する無料
相談

11/28㈭
10:00～15:00

アエル７階で／専門家
が対応／予約制

ダニアレル
ギー相談な
ど

随時
区役所衛生課

（☎ は10ペ ー
ジ）

ホルムアルデヒド等の
簡易測定・ダニアレル
ギー相談を実施

相談窓口　   秘密厳守
★は祝日を除く

11月25日～12月１日は犯罪被害者週間です
相談内容 日時 電話

犯罪被害者等支援総
合相談電話

毎週㈪～㈮
9:00～17:00

相談専用電話
☎214･6151

みやぎ被害者支援セ
ンター相談電話

毎週㈫～㈮
10:00～16:00

相談専用電話
☎301･7830

性暴力被害相談★
毎週㈪～㈮

10:00～20:00
毎週㈯

10:00～16:00

性暴力被害相談支援センタ
ー宮城（けやきホットライ
ン）  0120･556･460

宮城県警察本部性犯
罪被害相談電話 24時間受付 性犯罪被害相談電話全国共

通番号＃8103（ハートさん）

今月の採用情報　〔　〕内は募集人数

■市職員（非常勤嘱託職員等）

■公益財団法人職員・公益社団法人職員
業務内容／申し込み／問い合わせ先等

法人名：種類等∥（公財）仙台市スポーツ振興事業団職員：事務職〔１人〕
／業務内容 ‖スポーツの普及振興事業・施設の管理運営等／応募資格 ‖昭
和60年４月２日～平成14年４月１日生まれで、学校教育法による高校を
卒業し、普通自動車運転免許を有する方（令和２年３月末までの取得見込
みを含む）／採用予定日 ‖ 令和２年４月１日／第一次試験日 ‖ 12月１日
㈰／申市役所本庁舎１階市民のへや、区役所総合案内等で配布する試験案
内の申込書で11月20日（必着）までに／問仙台市スポーツ振興事業団☎
215･3201
法人名：種類等∥（公社）仙台市シルバー人材センター：事務職（社会人
経験者）〔１人〕／業務内容 ‖ 高年齢者の就業支援業務／応募資格 ‖ 昭和
54年４月２日～平成３年４月１日生まれで、10月31日現在、直近７年中
に通算４年以上の職務経験を有する方。ほかに一定の要件有り／採用予
定日 ‖ 令和２年４月１日／第一次試験日 ‖ 12月７日㈯／申市役所本庁舎
１階市民のへや、区役所総合案内等で配布する試験案内（ホームページ
https://webc.sjc.ne.jp/sendaisc/からもダウンロード可）の申込書で11
月18日までに／問仙台市シルバー人材センター☎214･6262
法人名：種類等 ‖（公財）仙台市公園緑地協会職員：技術職〔１人〕／業
務内容 ‖施設・設備の維持管理、緑化相談、イベントの企画・実施等／応
募資格 ‖昭和62年４月２日～平成12年４月１日生まれで、普通自動車運
転免許を有し、大学（大学院および短期大学を含む）または高等専門学校
で造園、園芸、農業、土木および環境工学、ランドスケープ系に関する課程・
学科を専攻し、卒業した方（令和２年３月卒業見込みを含む）／採用予定
日 ‖令和２年４月１日／試験日 ‖12月18日㈬または19日㈭／申市役所本
庁舎１階市民のへや、区役所総合案内等で配布する試験案内（ホームペー
ジhttp://sendai-green-association.jp/からもダウンロード可）の申込書・
作文に成績証明書を添付して11月20日（必着）までに／問仙台市公園緑地
協会☎293･3583
法人名：種類等 ‖（公財）仙台市産業振興事業団職員：事務職〔１人〕／
業務内容 ‖産業支援事業の企画、実施等／応募資格 ‖昭和59年４月２日以
降生まれで、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した方（令
和２年3月卒業見込みを含む）／採用予定日 ‖令和２年４月１日／第一次
試験日 ‖12月15日㈰／申市役所本庁舎１階市民のへや、区役所総合案内
等で配布する試験案内（ホームページhttps://www.siip.city.sendai.jp/か
らもダウンロード可）の申込書で11月29日（必着）までに／問仙台市産業
振興事業団☎724･1212

■臨時的任用職員登録者（⑴給食作業員⑵栄養士⑶学校用務
⑷学校事務）

業務内容／申し込み／問い合わせ先等
業務内容∥⑴学校給食の調理等⑵栄養士の業務⑶校舎内外の保全・清掃、
来客・電話対応等⑷学校における事務全般／応募資格∥⑵栄養士免許を有
する方／申封筒に履歴書（写真貼付）と⑵は栄養士免許証の写しを同封し、

「臨時的任用職員（職種名）登録希望」と朱書きして郵送または持参／申・
問〒980-8671教育局人事課（市役所上杉分庁舎14階）☎214･8858

■市職員（正職員）

■市立保育所会計年度任用職員〔⑴44人程度⑵17人程度〕
業務内容／申し込み／問い合わせ先等

業務内容∥⑴保育士（延長保育業務）⑵保育士（クラス代替保育等業務）
／応募資格∥保育士登録を受けた方（令和２年３月登録見込みも可）／任
用期間 ‖ 令和２年４月１日から１年間（更新の場合有り）／選考日 ‖ 令和
２年１月中～下旬（作文・面接・体力検査。書類選考の上実施）／申市役
所本庁舎１階市民のへや、区役所総合案内等で配布する選考案内（市ホー
ムページからもダウンロード可）の申込書で12月６日（必着）までに／問
運営支援課☎214･8178

種類等 業務内容／申し込み／問い合わせ先等

障害者
選考

（⑴事務⑵
学校事務）
〔いずれも
若干名〕

業務内容∥⑴行政事務⑵市立小・中学校・中等教育学校・高等
学校における学校事務／応募資格∥昭和59年４月２日～平成
14年４月１日生まれで、次の①～③のいずれかを持つ方①身
体障害者手帳または指定医等の診断書②療育手帳または児童相
談所等の判定書③精神障害者保健福祉手帳／採用予定日 ‖令和
２年４月１日／第１次考査日∥12月８日㈰／申区役所総合案
内等で配布する選考案内（市ホームページからのダウンロード
や郵送での請求も可）の申込書で11月10日までに。点字版の
選考案内も有り／問人事委員会事務局任用課☎214･4457、
FAX268･2942

種類等 業務内容／申し込み／問い合わせ先等

障害者
対象
（事務
補助）

〔若干名〕

業務内容 ‖事務補助／応募資格 ‖身体障害者・療育・精神保健
福祉手帳のいずれかを持つ方／採用予定日 ‖令和２年４月１日
／申市役所本庁舎１階市民のへや、区役所総合案内等で配布
する試験案内（市ホームページからもダウンロード可）の
申込書で11月21日までに／問教育局人事課☎214･8858、
FAX214･8849

学校給食
パート
職員

〔280人
程度〕

業務内容∥学校給食の調理等／選考 ‖面接など（令和２年１月に
実施予定）／申市役所上杉分庁舎14階教育局人事課、区役所総
合案内、総合支所、市民センター等で配布する試験案内（市ホ
ームページからもダウンロード可）の申込書で12月13日までに
／問教育局人事課☎214･8858
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講
座・催
し

老人福祉センターの催し
市内にお住まいの60歳以上の方が対象です。催しの
内容など詳しくは各センターへお問い合わせください

●持ち物∥筆記用具　●費用∥2,500円　申電話ま
たは直接施設へ

■小鶴老人福祉センター☎・FAX236･4171
催し名等 日時 定員 受付

なんでも聞けるスマホ
講座（A

アンドロイド
ndroidスマー

トフォンの基本操作な
ど）

11/13㈬・
14㈭

（全２回）
13:00～
16:00

12人
〔先着〕

11/7
9:30～

申電話または直接施設へ

■大野田老人福祉センター☎・FAX247･1005
催し名 日時 定員 受付

栄養講話＆カフェ―
高血圧予防・ラフタ
ーヨガ

11/26㈫ 13:00～
15:30

30人
〔先着〕

11/7
9:30～
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申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

男女共同参画推進センターの催し

①離婚に悩む女性のためのミニセミナー
●日時 ‖ ア11月22日㈮イ12月20日㈮10:30～11:30　
●内容 ‖離婚成立までの流れ、財産分与や親権など離婚
に関する基本的なことをお話しします　●対象 ‖離婚に
悩む当事者の女性各15人〔先着〕
②シングルマザーズカフェ
●日時 ‖12月７日㈯10:00～11:30　●内容 ‖当事者同
士で気持ちを分かち合う語り合いの場です　●対象 ‖小
学生以下の子どもがいる母子家庭の母親15人〔先着〕　
③ゆるーり女子会「一歩を踏み出すきっかけ」
●日時 ‖12月18日㈬14:00～15:30　●内容 ‖働きづら
さや生きづらさを感じている女性同士の座談会　●対象

‖15歳～49歳の女性15人〔先着〕　●費用 ‖500円

申・問エル・ソーラ仙台①②☎268･8302③☎268･8044、
FAX268･8045

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

旬
の
香
り
市
　
　
　
　
　
　
　 

◦
日
時‖

11
月
13
日
㈬
午
前
９
時
半

～
午
後
３
時　
◦
会
場‖

勾
当
台
公

園　
◦
内
容‖

季
節
の
野
菜
、
農
産

加
工
品
、
花
類
な
ど
の
販
売　
問
農

政
企
画
課
☎
214
・
８
２
６
６

猫
の
譲
渡
会
　
　
　
　
　
　
　 

◦
直
接
会
場
へ　
問
ア
ニ
パ
ル
仙
台

☎
258
・
１
６
２
６

日
時

内
容
等

11/8～29の
毎週金曜日

10:00～12:00
①
金
曜
日
の
猫
譲
渡
会
（
◦
持

ち
物

‖

印
鑑
・
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー

ス
・
記
入
済
み
の
猫
譲
渡
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）・
賃

貸
住
宅
や
集
合
住
宅
に
お
住
ま

い
の
方
は
ペ
ッ
ト
の
飼
育
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

書
類
）

11/30㈯

②
猫
の
「
し
っ
ぽ
ゆ
ら
ゆ
ら
譲

渡
会
」（
持
ち
物
は
①
と
同
じ
）

ひ
と
り
親
家
庭
生
活
支
援
講
習

会
　
高
校
進
学
費
用
講
座

◦
日
時‖

11
月
21
日
㈭
午
後
６
時
半

～
９
時
半　
◦
会
場‖

N
P
O
法
人

ア
ス
イ
ク
（
宮
城
野
区
榴
岡
４│

５

│

２
）　
◦
内
容‖

高
校
進
学
に
必

要
な
費
用
や
受
験
制
度
な
ど
の
説
明

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
中
学

生
の
子
ど
も
を
持
つ
ひ
と
り
親
家
庭

の
保
護
者
20
人
〔
先
着
〕　
◦
託
児

有
り
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い　
申
11
月
６
日
午
後
１
時
か

ら
電
話
で
N
P
O
法
人
ア
ス
イ
ク
☎

070
・
５
０
９
７
・
３
５
７
３　
問
子

供
家
庭
支
援
課
☎
214
・
８
６
０
６

仙
台
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ナ
イ
ト

◦
会
場‖

Iイ
ンN
Tテ
ィI
Lラ
ッ
ク
A
Q
東
北
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
若
林
区

卸
町
２│

９│

１
）　
◦
内
容‖

社

会
課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
動
を
し

て
い
る
起
業
家
が
、
活
動
に
対
す
る

日
時

ゲ
ス
ト

定
員

①
11/14㈭

19:00～21:00
N
P
O
法
人
み
・
ら
い
ず

代
表
理
事
・
河か
わ
う
ち内

崇た
か
の
り典

氏

各50人〔先着〕

②
12/6㈮

㈱
P
ピ

ア

E
E
R
代
表
取
締

役
・
佐
藤
真
琴
氏
、

N
P
O
法
人
マ
ド
レ
ボ

ニ
ー
タ
理
事
長
・
吉
岡
マ

コ
氏

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

始
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
、
事
例
を

交
え
て
紹
介
し
ま
す
。
当
日
は
、
令

和
元
年
度
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
助

成
事
業
の
中
間
報
告
会
も
行
い
ま
す
。

◦
日
時‖

12
月
２
日
㈪
午
後
６
時
～

８
時　
◦
会
場‖
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー　
◦
定
員‖

150
人
〔
先

着
〕　
◦
直
接
会
場
へ　
問
市
民
協

働
推
進
課
☎
214･

8
0
0
2

消
費
生
活
講
座
「
実
践
！
エ
コ

家
事
―
エ
コ
な
ク
ッ
キ
ン
グ
と

お
掃
除
術
」

◦
日
時‖

12
月
２
日
㈪
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
会
場‖

エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台　
◦
定
員‖

100
人〔
抽
選
〕

◦
試
食
有
り　
申
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
件
名
に
「
消

費
生
活
講
座
申
し
込
み
」
と
記
入
）

に
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て

11
月
22
日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
〒
980│

8555
（
住
所
記

入
不
要
）
☎
268
・
７
０
４
０
、
℻

268
・
8
3
0
9
、
E
メ
ー
ルsim

00
4140@

city.sendai.jp

）

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
写
真
展

問
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会
☎
293
・
3

5
8
3 日

時

会
場

11/11㈪
～15㈮

9:00～16:30
（いずれの会場も
初日は10:00から、
最終日は16:00まで）

若
林
区
役
所
１
階
展

示
ス
ペ
ー
ス

11/18㈪
～22㈮

泉
区
役
所
本
庁
舎

１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
優
秀
作
品
展

◦
内
容‖

小
・
中
学
生
が
「
花
と

緑
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
い
た
絵
画

日
時

会
場

11/1㈮
～10㈰

9:00～
16:00

七
北
田
公
園
都
市
緑

化
ホ
ー
ル

11/19㈫
～23㈷
10:00～
18:00

（最終日は
16:00まで）

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
（
青
葉
区
一

番
町
3│

7│

1
）

思
い
を
語
り
ま
す　
申
①
11
月
6
日

②
11
月
20
日
午
前
8
時
半
か
ら
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
申
込
時
の

必
要
事
項
と
年
齢
、
参
加
希
望
日
を

記
入
し
て
（
一
社
）
Iイ
ンM
PパA
Cク

トT 

Fフ
ァ

ン

o
u
n
dデ
ーa
tシ
ョ

ン

i
o
n 

Jジ
ャa

pパa
nン
℻
357
・
０
５
４
２
、
Ｅ
メ
ー

ルinfo@
intilaq.jp　

問
産
業
振

興
課
☎
214
・
８
２
７
８

せ
ん
だ
い
収
穫
ま
つ
り
　
　
　 

◦
日
時‖

11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
３
時　
◦
会
場‖

せ

ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
（
若
林

区
荒
井
字
切
新
田
13│

１
）　
◦
内

容‖

市
内
の
生
産
者
に
よ
る
野
菜
、

農
産
加
工
品
、
鉢
花
等
の
販
売
な
ど

問
せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
☎

288
・
0
8
1
1
、
農
政
企
画
課
☎

214
・
8
2
6
6

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　 

①
シ
ニ
ア
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

◦
日
時‖

11
月
７
日
～
21
日
の
毎
週

木
曜
日
ア
午
前
9
時
半
～
10
時
半
イ

10
時
半
～
11
時
半
ウ
11
時
20
分
～
午

後
０
時
20
分
（
当
日
午
前
8
時
45
分

か
ら
２
階
事
務
室
で
整
理
券
を
配
布
。

受
け
付
け
は
各
開
始
時
刻
の
30
分
前

か
ら
10
分
前
ま
で
。
同
日
参
加
は
１

人
１
回
の
み
）　
◦
内
容‖

健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
実

技　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
運

動
可
能
な
方
ア
ウ
各
40
人
イ
各
25
人

〔
い
ず
れ
も
先
着
〕　
◦
費
用‖

各
510

円　
◦
持
ち
物‖

運
動
着・運
動
靴・

タ
オ
ル
・
飲
み
物　
◦
直
接
会
場
へ

②
ご
は
ん
dでe
健
康
セ
ミ
ナ
ー

◦
日
時‖

12
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
１
時　
◦
内
容‖

高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
食
事
で
予
防
す

る
こ
つ
を
、
調
理
実
習
で
学
び
ま
す

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

各
15
人
〔
抽
選
〕（
申
し
込
み
人
数

が
10
人
未
満
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ

ん
）　
◦
費
用‖

各
１
０
１
０
円

③
お
手
軽
と
る
塩
チ
ェ
ッ
ク

◦
日
時‖

12
月
18
日
㈬
午
後
１
時
15

分
～
１
時
50
分　
◦
内
容‖

身
体
測

定
、
採
尿
を
行
い
、
約
24
時
間
の
食

塩
推
定
摂
取
量
を
調
べ
ま
す
（
結
果

は
後
日
郵
送
）　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
方
30
人
〔
先
着
〕　
◦

費
用‖

500
円　

②
③
の
申
②
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
申
込
時
の
必
要
事

項
と
年
齢
、
参
加
希
望
日
を
記
入
し

て
11
月
30
日
（
必
着
）
ま
で
に
。
直

接
施
設
も
可
③
11
月
27
日
午
前
10
時

か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢

を
記
入
）
で
。
直
接
施
設
も
可

※
い
ず
れ
も
申
・
問
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
（
〒
981│

3133
泉
区
泉
中
央
２│

24│

１
☎
374
・
６
６
６
１
、
℻
374
・

６
６
６
４
、
E
メ
ー
ルshpc-oub

o@
road.ocn.ne.jp

）

わ
く
わ
く
映
画
館
　
　
　
　
　

◦
日
時‖

11
月
18
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
会
場‖

マ
イ
ス
ク
ー
ル

沖
野
（
沖
野
小
学
校
内
）　
◦
上
映

映
画‖

「
10
+
1
ぴ
き
の
か
え
る
」

「
き
ず
だ
ら
け
の
り
ん
ご
」ほ
か　
◦

対
象‖

幼
児
～
小
学
生
と
保
護
者　

◦
直
接
会
場
へ　
問
生
涯
学
習
課
☎

214
・
8
８
８
７

コ
コ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ
　
　
　
　

　
「
災
害
時
に
で
き
る
こ
と
を
話
し

合
お
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
の

あ
る
方
も
な
い
方
も
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。

◦
日
時‖
①
11
月
24
日
㈰
午
後
１
時

～
３
時
②
11
月
28
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時　
◦
会
場‖
①
市
役
所
本
庁
舎

８
階
ホ
ー
ル
②
太
白
区
中
央
市
民
セ

ン
タ
ー　
◦
各
回
内
容
は
同
じ　
◦

託
児
（
未
就
学
児
）・
手
話
通
訳
・

点
字
資
料
等
の
配
慮
が
必
要
な
場
合

は
、
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

い　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と
参

加
希
望
日
を
記
入
）
で
11
月
18
日
ま

で
に　
申
・
問
障
害
企
画
課
☎
214
・

8
1
6
3
、
℻
223
・
３
５
７
３
、
Ｅ

メ
ー
ルfuk005330＠

city.send
ai.jp

定
禅
寺
通
パ
ブ
リ
ッ
ク
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

◦
日
時‖

11
月
18
日
㈪
午
後
６
時
半

～
８
時
半　
◦
会
場‖

エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台　
◦
内
容‖

定
禅
寺
通
の
歩

道
と
車
道
の
空
間
配
分
に
つ
い
て
考

え
ま
す　
◦
定
員‖

150
人〔
先
着
〕　

◦
直
接
会
場
へ　
問
定
禅
寺
通
活
性

化
室
☎
214
・
１
２
５
５

文
化
財
展
「
平
成
の
発
掘
調
査 

―
ま
ち
の
う
つ
り
か
わ
り
と
と

も
に
」

◦
日
時‖

11
月
20
日
㈬
～
24
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
６
時　
◦
内
容‖

平

成
に
行
っ
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
、

出
土
し
た
資
料
な
ど
で
紹
介
し
ま
す

記
念
講
演
会
「
ま
ち
の
う
つ
り
か
わ

り
と
と
も
に
―
仙
台
と
遺
跡
発
掘
調

査
」

◦
日
時‖

11
月
24
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時　
◦
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も
◦
会
場‖
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク　
問
文
化
財
課
☎

214
･
８
８
９
３

日時 内容
11/22㈮
～24㈰

11:00～
15:30

女性たちの手仕事マーケット（女性が
手作りした雑貨等を販売します）

11/23㈷ 10:30～
11:30

先
せん
達
だつ
に聞く2019（女性たちが次世代

に伝えたい思いを語ります）

11/23㈷・
24㈰

12:00～
16:00

聴かせて！　参画プランへのメッセー
ジ（令和 ３年度からの新しい「男女共
同参画せんだいプラン」の策定に向け
た意見をお聴きします）

●期間∥11月22日㈮～24日㈰　●会場∥エル・パ
ーク仙台　●この他にも、女性の政治参画や防災、
健康、環境問題等をテーマとしたセミナーやワー
クショップを開催します。詳しくはホームページ
https://www.sendai-l.jp/をご覧いただくか、お
問い合わせください　●託児有り（６カ月～小学
１年生。子ども１人300円。11月14日までに電話
またはファクスで要申し込み。ホームページからも
申し込めます）　●直接会場へ（一部要申し込み）
申・問エル・パーク仙台☎268･8300、FAX268･83
04

男女共同参画推進せんだいフォーラム2019
　男女共同参画社会の実現に向けて活動する市民グ
ループが、集い、つながり、発信する３日間です。
★プログラム

※いずれも●会場 ‖ エル・ソーラ仙台　●託児有り
（６カ月～小学１年生。子ども１人300円。要申し込
み）　申 11月６日9:00から①②電話で（託児は①ア11
月14日イ12月12日②11月28日までに）③電話また
はファクス（申込時の必要事項と託児希望の方は子ど
もの年齢を月齢まで記入）で（託児は12月10日まで
に）。③はホームページからも申し込めます

■台原老人福祉センター☎233･3901、FAX233･4
248

催し名 日時 定員 受付
認知症サポーター養
成講座 11/22㈮ 10:30～

12:00
20人
〔先着〕

11/7
10:00～

申電話または直接施設へ

■郡山老人福祉センター☎308･5332、FAX308･53
34

催し名 日時 定員 受付
「佐藤よしみ」シャン
ソンコンサート 11/7㈭ 14:00～

15:00
30人
〔先着〕

直接
会場へ

●持ち物∥花はさみ・持ち帰り用の袋　●費用∥
2,500円　申往復はがきまたはファクス（催し名、
住所、氏名（フリガナ）、電話番号、年齢を記入）
で。直接施設も可

■泉中央老人福祉センター（〒981-3131泉区七北
田字菅間38☎・FAX373･1285）

催し名 日時 定員 受付

フラワーアレンジメン
ト教室

12/10㈫・
24㈫

（全２回）
10:00～
12:00

25人
〔抽選〕

11/16
（必着）
まで

の
入
選
作
品
92
点
の
展
示　
問
仙
台

市
公
園
緑
地
協
会
☎
293
・
３
５
８
３



令
和
元
年
十
月
十
一
日
初
校

1819

11
月
の
お
知
ら
せ

11
月
の
お
知
ら
せ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

※いずれも申・問電話または直接施設へ

■のびすく泉中央☎772･7341、FAX375･0671
内容 日時 対象 受付

泉区子育て応援隊（保育
所の先生による親子遊
び、育児相談）

11/14㈭
13:30～
14:30

乳幼児と保護者 直接
会場へ

みんなでのびすくデビュ
ー（館内案内）

11/28㈭
11:00～
11:30

のびすくを初めて
利用する乳幼児と
保護者10組〔先着〕

11/6
10:00
～

■のびすく長町南☎399･7705、FAX399･7706
内容 日時 対象 受付

11月生まれのお誕生
会

11/15㈮
10:30～11:30

11月生まれの乳
幼児と保護者20
組〔先着〕

11/8
9:30
～

ワンワンワンの時間
（触れ合い遊びなど）

11/28㈭
11:01～11:40 どなたでも 直接

会場へ

■のびすく宮城野☎352･9813、FAX352･9812
内容 日時 対象等 受付

「おもちゃ病院ドレ
ミ」開院！（壊れた
おもちゃの修理）

11/16㈯
13:00～15:30
（受け付けは
15:00まで）

どなたでも（部品交
換等は実費負担。修
理できない場合有り） 直接

会場へ
おはなしジャンプ
（絵本の読み聞かせ
や手遊びなど）

11/19㈫
10:30～11:00 乳幼児と保護者

■のびすく仙台☎726･6181、FAX214･5071
内容 日時 対象 受付

b
バ ブ
abu・スペース（０歳児
親子が一緒に遊びます）

11/14㈭
9:30～
11:00

０歳児と保護者
直接
会場へ支援室に遊びにおいでよ

（人形劇、手遊び、触れ合
い遊びなど）

11/22㈮
13:30～
14:30

どなたでも

■のびすく若林☎282･1516、FAX282･1609
内容 日時 対象 受付

プレパパママ講座
（沐

もくよく
浴や妊婦疑似体験

など）

11/17㈰
10:30～12:00

初めて父親・母親
（安定期）になる方
６組〔先着〕

11/6
9:00～

せんだい助産師サロ
ン「ゆらりん」（触れ
合い遊びなど）

11/26㈫
10:00～11:30

２～４カ月の乳児
と母親８組〔先着〕

11/12
9:00～

のびすくの催し

野
菜
嫌
い
な
子
ど
も
も
食
べ
た

く
な
る
！
旬
の
仙
台
産
野
菜
を

使
っ
た
料
理
教
室

◦
日
時‖

11
月
28
日
㈭
午
前
11
時
～

午
後
２
時　
◦
会
場‖

ガ
ス
サ
ロ
ン

◦
内
容‖

曲
が
り
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
を
使
い
、
子
ど
も
が
食
べ
や
す

い
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す　
◦
対
象

‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
20
人
程
度

〔
抽
選
〕　
◦
費
用‖

800
円　
申
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て

11
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
仙
台
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
荒
井
事
業
所
（
〒

984│

0032
若
林
区
荒
井
字
切
新
田
13

│

１
☎
762
・
９
６
６
７
、
℻
762
・
９

６
６
８
、
Ｅ
メ
ー
ルa.supporter

@
stbl.co.jp

）　
問
農
政
企
画
課
☎

214
・
８
２
６
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座　
　
　
　

 

◦
会
場‖

①
②
泉
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
③
福
祉
プ
ラ
ザ　
申
11
月
６
日
午

前
9
時
か
ら
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ

ー
ル
に
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入

し
て
仙
台
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
☎
262
・
７
２
９
４
、
℻
216
・
0
１

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
公
開
講
座

「
弁
護
士
に
聞
く
ネ
ッ
ト
詐
欺

の
新
た
な
手
口
」

◦
日
時‖

11
月
22
日
㈮
午
前
10
時
半

～
正
午　
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い

か
お
勤
め
の
50
歳
以
上
の
方
50
人

〔
先
着
〕 　
◦
費
用‖

500
円　
申
11

月
７
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の

必
要
事
項
と
年
齢
を
記
入
）
で
せ
ん

だ
い
豊
齢
学
園
事
務
局
（
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
215
・
３
１
２
９
、

℻
215
・
４
１
４
０
、
Ｅ
メ
ー
ルikig

ai@
sendai-hw

.or.jp

空
き
家
総
合
相
談
会　
　
　
　

 

　
空
き
家
等
の
管
理
や
活
用
等
に
つ

い
て
、
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
日
時‖

11
月
24
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
１
時　
◦
会
場‖

市
役
所
上
杉

分
庁
舎
２
階　
◦
対
象‖

市
内
に
あ

る
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

（
今
後
所
有
す
る
見
込
み
の
方
を
含

む
）
で
、
管
理
方
法
や
活
用
方
法
な

ど
に
お
困
り
の
方
12
組
〔
先
着
〕　

◦
相
談
は
１
組
45
分　
申
11
月
６
日

午
前
8
時
半
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と
空
き

家
の
所
在
地
、
相
談
内
容
を
記
入
）

で
市
民
生
活
課
☎
214
・
６
１
４
８
、

℻
214
・
１
０
９
１

仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル◦
日
時‖

11
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時　
◦
会
場‖

勾
当
台
公
園

市
民
広
場
等　
◦
内
容‖

ス
テ
ー
ジ

発
表
、
出
店
、
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か　

問
仙
台
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
事
務
局
☎

227
・
9
5
4
5
、
生
涯
学
習
課
☎

214
・
8
8
8
7

大
人
の
未
来
学
校
「
映
え
る
写

真
で
広
が
る
楽
し
み
―
カ
メ
ラ

機
能
の
活
用
ヒ
ン
ト
」

◦
日
時‖

12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
30
歳
代
～
50
歳
代
の
方
20

人
〔
先
着
〕　
◦
費
用‖

500
円　
◦

持
ち
物‖

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
可
）　
申
11
月
６
日
午

前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と

年
齢
を
記
入
）
で
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
☎
215・３
１
７
０
、
℻
215・４
１
４

０
、
Ｅ
メ
ー
ルkouryu@

sendai-
hw
.or.jp

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ぶ
豊
か
な

暮
ら
し

　
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
の

外
交
樹
立
100
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◦
会
場‖

仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ス
（
青
葉

区
一
番
町
３│

11│

15
）　
申
11
月

日
時

内
容

定
員

11/30㈯
11:00
～
18:00

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
仙
台
・
宮
城
と
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
ゆ
か
り

の
あ
る
物
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
）

―

13:30
～
15:00

基
調
講
演
（
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
豊
か
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関

す
る
講
話
）

各40人〔先着〕

15:15
～
16:15

講
演
（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
デ
ザ
イ
ン
や
建

築
の
魅
力
に
つ
い
て

の
講
話
）

6
日
午
前
9
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と
参

加
希
望
内
容
を
記
入
）。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttps://sendai.fw

bc.jp/          

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　
申
・
問

仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎
303
・
２

６
６
６
、
℻
303
・
２
６
６
７

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
＆
カ
フ

ェ◦
日
時‖

12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

海
岸
公
園
セ
ン
タ

ー
ハ
ウ
ス　
◦
内
容‖

温
か
い
飲
み

物
を
飲
み
な
が
ら
、
貞
山
堀
に
来
て

い
る
冬
の
水
鳥
を
観
察
し
ま
す　
◦

定
員‖

30
人
〔
先
着
〕　
申
11
月
16

日
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
海
岸
公
園

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
☎
288
・
４
０
２
１

学
び
の
ま
ち
仙
台
市
民
カ
レ
ッ

ジ
「
子
ど
も
の
『
こ
こ
ろ
』
の

ア
レ
や
コ
レ
」

◦
会
場‖

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
子
ど

も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興

日
時

内
容
（
全
３
回
）
／
◎
講
師
名

11/22㈮
10:00～12:00

開
講
式

講
話
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
ヒ
ン
ト
」

◎
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
教
授
・
野
口
和か

ず
ひ
と人
氏

12/6㈮

講
話
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
方
」　

◎
鶴
谷
特
別
支
援
学
校
校
長
・
杉

肇ち
ょ
う
こ子

氏　

12/13㈮

講
話
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

入
門
―
怒
り
の
感
情
と
の
上
手
な

付
き
合
い
方
」　
◎
キ
ャ
リ
ア
ト

ー
ク
代
表
・
志し
は
く伯

暁
子
氏

味
・
関
心
の
あ
る
方
50
人
〔
抽
選
〕

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）

で
11
月
20
日
ま
で
に
生
涯
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
295
・
０
４
０
３
、
℻

295
・
０
８
１
０
、
E
メ
ー
ルkyo01

9800@
city.sendai.jp

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
の
催
し　

 

お
も
ち
ゃ
病
院
エ
コ
＠ア
ッ
ト

た
ま
き
さ
ん

サ
ロ
ン

◦
受
付
日
時‖

11
月
10
日
㈰
午
後
１

時
半
～
３
時　
◦
内
容‖

壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
の
修
理
（
持
ち
込
み
は
１
人

２
つ
ま
で
）　
◦
直
接
会
場
へ

サ
ロ
ン
講
座
「
た
だ
の
紙
で
は
な

い
！
手て
す漉

き
和
紙
っ
て
？
―
お
り
じ

な
る
な
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
つ
く

ろ
う
」

◦
日
時‖

12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
０
時
半　
◦
内
容‖

手
漉
き
和

紙
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

作
り
ま
す　
◦
対
象‖

５
歳
以
上
の

子
ど
も
と
保
護
者
15
組〔
抽
選
〕　
◦

費
用‖

１
組
１
０
０
０
円　
申
は
が

せんだいメディアテークの催し
①展覧会「黒川郡大和町升沢のくらし　「なりわい」が結
ぶ山・村・人―移転集落の風景を記憶の窓として」
●期間‖令和２年１月５日㈰まで　●内容‖日米軍事演
習を契機に集団移転が行われた黒川郡大和町升沢地区の、
移転前後の人々の暮らしや風景を写真などで伝えます
②展覧会「青野文昭　ものの、ねむり、越路山、こえ」
● 日 時 ‖11月２日 ㈯ ～ 令 和２年１月12日 ㈰11:00～
20:00　●内容‖「なおす」ことを主題に作品を生み出
している在仙の美術作家・青野文昭氏の作品展示　●費
用‖一般500円、高校生以下無料
◆関連イベント　作家と学芸員によるギャラリーツアー
●日時‖11月16日㈯・23日㈷14:00～15:00　●定員
‖各20人程度〔先着〕　●直接会場へ　●当日の展覧会
チケットの半券が必要　
◆関連イベント　福住廉×青野文昭　対談
●日時‖11月16日㈯15:30～17:30　●内容‖美術評論
家の福住廉氏をゲストに迎え、芸術と日常生活の境界に
現れる「限界芸術」の観点から作品を読み解きます　●
定員‖30人程度〔先着〕　●直接会場へ
◆関連イベント　青野文昭による作品解説
●日時‖11月23日㈷15:30～17:30　●定員‖30人程
度〔先着〕　●直接会場へ
③展覧会「立ち上がりの技術　レコメン堂」
●日時‖11月８日㈮～12月26日㈭13:00～20:00（開
室は金～日曜日および12月23日㈪～26日㈭。最終日は
16:00まで）　●内容‖絵、写真、音楽などを他薦によ
り集めた展覧会　
◆関連イベント　てつがくサロン
●日時‖11月22日㈮19:00～21:00　●内容‖「表現っ
てなんだろう？」をテーマに、対話を通して考えを深め
ます　●費用‖500円　●直接会場へ
④シネバトル　トークサロン
●日時 ‖11月27日㈬18:30～19:30　●内容 ‖映画や映
像について、テーマを設けて参加者同士で語り合います
●定員 ‖30人〔先着〕　●直接会場へ
⑤考えるテーブル　てつがくカフェ
●日時‖11月30日㈯13:30～16:00　●内容‖参加者同
士でテーマを決めて対話し、楽しみながら哲学的な考え
方を学びます　●直接会場へ
⑥バリアフリー上映「パンドラの匣

はこ

」
●日時 ‖12月１日㈰10:30～、14:00～　●内容 ‖音声
解説、日本語字幕、託児付きのバリアフリー上映　●入
場料 ‖各500円　●直接会場へ　●音声解説受信機をご
希望の方は電話で11月30日までに要申し込み　●託児

（６カ月～未就学児）をご希望の方は、ファクスまたはＥ
メールに申込時の必要事項と参加希望時間、子どもの名
前・年齢（月齢まで）を記入して11月18日までに要申
し込み

●会場 ‖①②④～⑥せんだいメディアテーク③東北リ
サーチとアートセンター（青葉区大町2-3-22第五菊水
ビル３階）

申・問①②④～⑥せんだいメディアテーク☎713･4483、
FAX713･4482、Ｅメールoffice@smt.city.sendai.jp
③東北リサーチとアートセンター☎397･7256

日
時

内
容

定
員

①
11/14㈭
14:00～
16:00
発
達
障
害
に
関
す

る
講
演

60人
〔先着〕

②
11/20㈬
14:00～
15:00

障
害
の
あ
る
方
に

よ
る
対
話
型
の
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク

各30人
〔先着〕

③
12/12㈭
14:00～
16:00
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
講
話

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

「
お
と
な
」に
で
き
る
こ
と
―
い

じ
め
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◦
会
場‖

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー　
◦

パ
ネ
ル
展
示
等
（
午
前
11
時
半
～
午

後
４
時
半
）
や
在
仙
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

３
球
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
あ
り
（
午
後
１
時
～
１
時
20

分
）　
◦
直
接
会
場
へ　
◦
詳
し
く

は
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
の
へ
や
、

区
役
所
総
合
案
内
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　
問
い
じ
め
対

策
推
進
室
☎
214
・
８
９
７
４

日
時

内
容

11/16㈯
13:30
～
14:25

講
演
「
子
ど
も
の
い
じ
め
に

お
と
な
と
し
て
ど
う
関
わ
る

か
」

14:40
～
15:40

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
お
と
な
に
し
て
ほ
し
い
こ

と
・
お
と
な
に
で
き
る
こ
と
・

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

16:00
～
16:30

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
る
こ
と
！　
ス

ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
が
笑
顔
を

つ
く
る
」

４
０
、
E
メ
ー
ルsendai-vc@

po
ppy.ocn.ne.jp

き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に

申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢
を
記
入

し
て
12
月
４
日
ま
で
に　
◦
当
選
者

の
み
に
連
絡

※
い
ず
れ
も
申
・
問
た
ま
き
さ
ん
サ

ロ
ン（
〒
980│

0845
青
葉
区
荒
巻
字
青

葉
468│

１
☎
214
・
１
２
３
３
、
℻

393
・
５
０
３
８
、
E
メ
ー
ルtam

ak
i3salon@

city.sendai.jp

）
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仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号 仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
の
催

し◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
申

11
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
（
申
込
時

の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
仙
台
市
健

康
福
祉
事
業
団
☎
215
・
３
７
１
１
、

℻
215
・
３
７
１
８
、
E
メ
ー
ルsen

kaigo@
nifty.com

講
座
名

日
時

内
容

定
員

介護１日講座

12/3㈫
10:00～15:30

「
介
護
保
険
と
住

ま
い
づ
く
り
の

工
夫
」、
福
祉
用

具
展
示
室
見
学

「
口こ
う

腔く
う

ケ
ア
に
関

す
る
福
祉
用

具
」、「
今
か
ら
取

り
組
む
口
腔
ケ

ア
の
基
礎
知
識
」

40人
〔先着〕

テーマ別
介護講座
12/12㈭
10:00～
12:00
「
脳
血
管
疾
患
の

症
状
と
予
防
」

60人
〔先着〕

土曜
介護講座
12/14㈯
13:30～
15:30

「
移
動
の
介
助
の

基
本
」
―
寝
返

り
・
起
き
上
が

り
・
立
ち
上
が
り

40人
〔先着〕

高
等
学
校
開
放
講
座
「
簿
記
入

門
」 

◦
日
時‖

12
月
24
日
㈫
～
26
日
㈭

（
全
３
回
）
午
後
１
時
35
分
～
４
時

55
分　
◦
会
場‖

仙
台
大
志
高
等
学

校　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
か

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
、
簿
記
を
初

め
て
学
ぶ
方
10
人
〔
抽
選
〕　
◦
費

用‖

880
円　
申
往
復
は
が
き
に
申
込

時
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
12
月
10

日
（
必
着
）
ま
で
に
仙
台
大
志
高
等

せ
ん
だ
い
豊
齢
ネ
ッ
ト
ま
つ
り

◦
日
時‖

11
月
29
日
㈮
午
前
９
時
半

～
午
後
３
時
半　
◦
会
場‖

シ
ル
バ

ー
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

シ
ニ
ア
サ

ー
ク
ル
の
活
動
発
表
、
各
種
体
験
コ

ー
ナ
ー
等　
問
せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園

事
務
局
（
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
215
･
３
１
２
９

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

◦
日
時‖
12
月
14
日
㈯
午
前
9
時
半

～
10
時
半
、
11
時
～
正
午　
◦
会
場

‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
で
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の

15
歳
以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除

く
）
各
10
人
〔
抽
選
〕。
付
き
添
い

可　
◦
費
用‖

各
1
6
0
0
円　
申

電
話
で
11
月
19
日
ま
で
に
仙
台
市
知

的
障
害
者
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
☎

211
・
5
0
3
0
、
℻
211
・
７
０
７
１

四
ツ
谷
用
水
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

 

◦
日
時‖

12
月
15
日
㈰
午
後
１
時
半

～
４
時　
◦
会
場‖

東
北
大
学
青
葉

山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
科
学
研
究
科

本
館
（
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
468
─

１
）　
◦
内
容‖

江
戸
時
代
の
都
市

計
画
に
着
目
し
た
四
ツ
谷
用
水
の
魅

力
等
に
関
す
る
講
話
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
◦
定
員‖

135
人

〔
抽
選
〕　
申
往
復
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
に
参
加
者
全

員
の
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し

て
11
月
22
日
（
必
着
）
ま
で
に

四
ツ
谷
用
水
パ
ネ
ル
展

◦
期
間‖

12
月
15
日
㈰
～
21
日
㈯

◦
会
場‖

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン　

※
い
ず
れ
も
申
・
問
〒
980
─

8671
環
境

共
生
課
☎
214
・
0
0
0
7
、
℻
214
・

０
５
８
０
、
Ｅ
メ
ー
ルkan00713

0@
city.sendai.jp

ヨ
シ
原
を
め
ぐ
る
生
き
も
の
達

の
冬
物
語 

◦
日
時‖

11
月
30
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
（
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
）　

◦
会
場‖

せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン

タ
ー
（
若
林
区
荒
井
字
切
新
田
13
―

１
）　
◦
内
容‖
生
物
多
様
性
に
つ

い
て
の
専
門
家
の
お
話
と
野
外
観
察

◦
定
員‖

30
人
〔
抽
選
〕。
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　
申
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要

事
項
を
記
入
）
で
11
月
21
日
ま
で
に

環
境
共
生
課
☎
214･

０
０
１
３
、
Ｅ

メ
ー
ルkan007130@

city.send
ai.jpひ

き
こ
も
り
地
域
相
談
会　
　

 

◦
日
時‖

①
11
月
20
日
㈬
②
12
月
４

日
㈬
（
全
２
回
）
午
後
２
時
～
５
時

15
分　
◦
会
場‖

①
太
白
区
中
央
市

民
セ
ン
タ
ー
②
仙
台
市
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
講
話
と
体
験

談
、
個
別
相
談　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
方
の
家
族

30
人
〔
先
着
〕（
個
別
相
談
は
参
加

者
の
う
ち
、
希
望
す
る
方
16
人
ま

で
）　
申
11
月
６
日
午
前
10
時
か
ら

電
話
で
仙
台
市
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
285
・
３
５
８
１　
問

障
害
者
支
援
課
☎
214
・
８
１
６
５

障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー　

 

◦
日
時‖

12
月
６
日
㈮
午
後
２
時
～

４
時　
◦
会
場‖

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙

台　
◦
内
容‖

企
業
の
雇
用
事
例
の

紹
介　
◦
定
員‖

100
人
〔
先
着
〕　

申
11
月
６
日
午
前
９
時
半
か
ら
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
（
申

込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で
障
害

企
画
課
☎
214
･
８
１
５
１
、
℻
223
・

３
５
７
３
、
E
メ
ー
ルfuk00533
0@
city.sendai.jp

市
民
医
学
講
座
「
今
か
ら
で
き

る
認
知
症
・
寝
た
き
り
予
防
の

た
め
の
お
口
の
ケ
ア
」

◦
日
時‖

11
月
21
日
㈭
午
後
１
時
半

～
２
時
半　
◦
会
場‖

急
患
セ
ン
タ

ー　
◦
直
接
会
場
へ
。
駐
車
場
は
利

用
で
き
ま
せ
ん　
問
健
康
政
策
課
☎

214
・
８
５
２
６

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催

しみ
や
ぶ
ん
「
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

◦
日
時‖

11
月
12
日
㈫
～
17
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
7
時
（
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
）　
◦
内
容‖

宮
城
野

高
等
学
校
卒
業
制
作
展

ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

◦
日
時‖

11
月
21
日
㈭
午
後
２
時
～

◦
出
演‖

仙
台
童
謡
愛
好
会　
◦
曲

目‖

「
夏
の
思
い
出
」
ほ
か　
◦
入

場
料
（
自
由
席
）‖

500
円　
◦
チ
ケ

ッ
ト
は
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で

販
売
中
。
11
月
１
日
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
ま
す

み
や
ぶ
ん
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
み
や
ぶ
ん
演
劇
学
校
」

◦
日
時‖

令
和
２
年
１
月
13
日
～
27

日
の
毎
週
月
・
金
曜
日
（
全
５
回
）

午
後
６
時
半
～
９
時　
◦
対
象‖

中

学
生
以
上
20
人
〔
先
着
〕。
中
学
生

は
保
護
者
同
伴　
◦
費
用‖

２
５
０

０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　
申
11

月
24
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は

E
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を

記
入
）
で
。
直
接
施
設
も
可

※
い
ず
れ
も
申
・
問
宮
城
野
区
文
化

セ
ン
タ
ー
☎
257
・
1
2
1
3
、
℻

352
・
6
2
2
1
、
E
メ
ー
ルm

iyab
un-ticket@

hm
-sendai.jp

学
校
給
食
試
食
会　
　
　
　
　

 

◦
内
容‖

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
見

学
、
給
食
の
試
食
な
ど　
◦
費
用‖

各
290
円　
◦
持
ち
物‖

箸
・
ス
プ
ー

ン　
申
11
月
８
日
午
前
９
時
か
ら
電

話
で
①
荒
巻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎

278
・
２
１
６
５
②
野
村
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
☎
372
・
３
０
２
０

日
時

会
場

献
立

対
象

①11/18㈪

10:00～12:30
荒巻学校

給食センター
わ
か
め
ご
飯
・
牛

乳
・
赤
魚
の
竜
田

揚
げ
・
野
菜
の
ア

ー
モ
ン
ド
和
え
・

さ
つ
ま
汁
・
み
か

ん

市内にお住まいの方
各20人〔先着〕

②11/20㈬

野村学校
給食センター

ご
飯
・
牛
乳
・
豚
肉

の
か
り
ん
揚
げ
・

ビ
ー
フ
ン
の
中
華

和
え
・
み
そ
か
き

た
ま
汁
・
み
か
ん

脳
の
健
康
づ
く
り
講
演
会       

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
申

11
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た

日
時

内
容
等

定
員

12/7㈯
10:00～
11:30

「
人
生
を
輝
か
せ
る『
学

ぶ
心
』を
。―
先
人
の
生

き
方
か
ら
」
と
題
し
た

講
演　
◦
講
師‖

宮
城

学
院
女
子
大
学
学
長
・

平
川
新あ
ら
た

氏

250人〔先着〕

11:30～
13:00
認
知
機
能
低
下
予
防
等

に
関
す
る
体
験
ブ
ー
ス

―

は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル（
申
込
時
の

必
要
事
項
を
記
入
）
で
せ
ん
だ
い
豊

齢
学
園
事
務
局
（
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
215
・
３
１
２
９
、
℻
215
・

４
１
４
０
、Ｅ
メ
ー
ルikigai@

sen
dai-hw

.or.jp

学
習
机
フ
ェ
ア                   

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た

学
習
机
を
展
示
・
提
供
し
ま
す
（
申

し
込
み
は
1
人
1
点
ま
で
）。

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方　
◦
直
接
会
場
へ　
問
葛

岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
277
・
８
５

７
３ 展

示
期
間

会
場

展
示

台
数
抽
選日

12/2㈪
～

15㈰
葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

20台

12/16
㈪

お
た
が
い
さ
ま
の
子
育
て
サ
ロ

ン
―
ベ
ビ
ー
＆
マ
マ
ヨ
ガ

◦
日
時‖

11
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
会
場‖

宮
城
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住

ま
い
の
０
歳
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
保

飲
食
店
向
け
H
A
C
C
P
（
ハ

サ
ッ
プ
）
に
関
す
る
衛
生
講
習

会
　
昨
年
、
制
度
化
さ
れ
た
食
品
の
安

全
性
を
確
保
す
る
衛
生
管
理
手
法

「
H
A
C
C
P
」
を
導
入
す
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時‖

令
和
２
年
１
月
24
日
㈮
、

２
月
12
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時　
◦

会
場‖

市
役
所
本
庁
舎
８
階
ホ
ー
ル

◦
対
象‖

飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る

方
、
飲
食
店
に
お
勤
め
の
方
、
こ
れ

か
ら
飲
食
店
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
各
200
人
〔
先
着
〕　
申
11
月

６
日
午
前
９
時
か
ら
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
E
メ
ー
ル
に
申
込
時
の
必
要
事
項

と
店
名
お
よ
び
所
在
地
、
参
加
希
望

日
の
順
位
を
記
入
し
て
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　

申
・
問
生
活
衛
生
課
☎
214
・
８
２
０

５
、
℻
211
・
１
９
１
５
、
E
メ
ー
ル

fuk005530@
city.sendai.jp

仙台市市民文化事業団の催し

問①④仙台銀行ホール　イズミティ21☎375･3101②③
⑤仙台市市民文化事業団②☎727･1872③⑤☎301･7405

①仙台銀行ホール　イズミティ21ロビーコンサート2019

●定員‖各180人〔先着〕　●直接会場へ

日時 プログラム名／内容
11/13

㈬
11:00

～
０歳からのコンサート／バイオリン、フルート、ピア
ノによる手遊び歌やクラシックの名曲の演奏

11/14
㈭

13:30
～

２人のピアニストによる名曲の調べ／ソロ、連弾によ
る聞きなじみのある名曲の演奏

④新春いずみ寄席　春風亭小朝独演会
●日時‖令和２年１月13日㈷13:00～、16:00～　●会場
‖仙台銀行ホール　イズミティ21　●入場料（全席指定）
‖3,800円　●未就学児は入場できません　●チケットは
仙台市市民文化事業団ほかで販売中　

②東京藝
げい

術
じゅつ

大学音楽学部　早期教育プロジェクトin仙台
●日時‖11月16日㈯・17日㈰【ミニコンサート】11:00～

【公開レッスン】11:50～　●会場‖日立システムズホール
仙台　●内容‖藝大生によるミニコンサートと小・中学生
へのレッスンを公開（16日ピアノ、17日バイオリン）　●
定員‖各500人〔先着〕　●未就学児はコンサートに入場で
きません　●直接会場へ

サテライトキャンパス公開講座
学都仙台コンソーシアム

●会場∥市民活動サポートセンター
申11月６日9:00からファクスまたはＥメールに申込時の
必要事項と④は希望日を記入して各実施機関へ
①仙台白百合女子大学図書館・地域貢献研究センター（☎
374･5090、FAX374･4577、Ｅメールevent@sendai-s
hirayuri.ac.jp）
②東北大学教育・学生支援部教務課教育支援係（☎795･4
933、FAX795･7555、Ｅメールgsc-sc@grp.tohoku.ac.
jp）
③宮城大学サテライトキャンパス（☎716･6692、FAX71
6･6693、Ｅメールrenkei-kouza@myu.ac.jp）
④仙台青葉学院短期大学事務局運営管理センター（☎39
3･6453、FAX215･0940、Ｅメールgakuto_seiyo@seiy
ogakuin.ac.jp）
⑤宮城学院女子大学教務課（☎279･4703、FAX279･474
6、Ｅメールkyomu@mgu.ac.jp）
⑥仙台赤門短期大学事務部公開講座担当（☎395･7750、
FAX302･5531、Ｅメールtandai@sendai-akamon.ac.j
p）

実施
機関

開講日時
（全て土曜日） 講座名／◎講師名 定員

① 11/30 10:30～
12:00

ミュージカル「キャッツ」原作を読
もう　◎熊谷治

はる
子
こ

氏
80人

〔先着〕

② 11/30 13:00～
14:30

片平キャンパスを通して学ぶ東北大学
の歴史　◎佐藤健

たけし
氏

80人
〔先着〕

③ 11/30 15:00～
16:30

日本の中規模公立大学における「国
際化」　現状と課題　
◎ティモシー・フェラン氏

50人
〔先着〕

④
12/7・
14・
21

15:00～
16:30

シネマイングリッシュ―映画を通し
て英語表現と文化を学ぶ「ローマの
休日」R

ロ ー マ ン
oman H

ホ リ デ イ
oliday　

◎スミス・アンソニー氏

各
70人

〔先着〕

⑤ 12/14 13:00～
14:30

教師のための心理学講座　
◎佐々木隆之氏、森康浩氏

80人
〔先着〕

⑥ 12/21 10:30～
12:00

老後の備え―介護サービスの使い方
から生き方を考える　◎大沼由香氏

50人
〔先着〕③劇都仙台ミュージカルシアター「おかえり、ケヤキ食堂」

●日時‖12月７日㈯18:00～、８日㈰11:00～、15:00～
●会場‖日立システムズホール仙台　●内容‖公募で集ま
った市民によるミュージカルの公演　●入場料（全席自由）
‖一般2,500円、22歳以下・65歳以上1,500円（当日は各
500円増し）　●未就学児は入場できません　●チケット
は仙台市市民文化事業団ほかで販売中　

⑤組
くみ

踊
おどり

上演300周年　組踊　特別鑑賞会　沖縄の伝統芸能
●日時‖令和２年１月26日㈰14:00～　●会場‖日立シス
テムズホール仙台　●12月４日から日立システムズホー
ル仙台、せんだいメディアテークほかで整理券配布

学
校
（
〒
983

│

0842
宮
城
野
区
五
輪
１

│

４│

10
☎
257
・
０
９
８
６
）

護
者
20
組
〔
先
着
〕　
申
11
月
７
日

午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
施

設
へ　
申
・
問
宮
城
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
392
・
6
3
8
2



令
和
元
年
十
月
十
一
日
初
校

11
月
の
お
知
ら
せ

11
月
の
お
知
ら
せ

お知らせの見方は10ページ参照。ファクス番号が未掲載の場合は、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

2223 仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号 仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX
※往復はがきの場合は返信先も記入

お出かけ情報

◆仙台街フォトロゲ2020

◦各施設の催しについては、仙台市スポーツ振興事業団ホ
ームページもご覧ください
◦スポーツ施設の利用などスポーツ全般の相談は、電話
または直接スポーツナビゲーションセンターせんだい（弘
進ゴム アスリートパーク仙台（仙台市陸上競技場）内）
宮城野区宮城野2-11-6 ☎215･3233まで　※開設時間は
9:00～19:00

●会場‖弘進ゴム　アスリートパーク仙台（仙台市陸上競
技場）　●内容‖当日配布の地図を基に、2020年の東京オ
リンピック・パラリンピック開催を記念して「スポーツ」を
テーマに設定されたチェックポイントを、時間内に回って
記録写真を撮影し、集めた得点を競います　●各グループ
に20歳以上のメンバーが１人以上必要です　●詳しくは
市スポーツ施設などで配布する募集要項または仙台市スポ
ーツ振興事業団ホームページhttps://www.spf-sendai.
jp/をご覧ください　申11月６日9:00から直接仙台市スポ
ーツ振興事業団窓口（仙台市陸上競技場内）へ。ホームペ
ージからも申し込めます　問仙台街フォトロゲ2020実行
委員会事務局（仙台市スポーツ振興事業団内）☎297･1321

日時 種目 対象 定員 費用 競技時間

3/7㈯
8:50
～

男子の部 男 子 の み の２～４人
のグループ

300人
〔先着〕

大人
各2,000円、
中学生以下
各1,000円

３時間
一般の部

男女混成または女子の
みの２～４人のグルー
プ

ファミリ
ーの部

小学生以下を１人以
上 含 む２～４人 の グ
ループ

シニアの
部

50歳以上の2～4人の
グループ

施設名等 教室名（対象） 日時 定員 費用 受付 申込方法

青
葉
区

葛岡温水プール
☎277･8598

水泳体験教室
ア４歳～未就学児

イ小学生
11/23 ア12:00～13:00

イ14:00～15:00
各

10人
〔先着〕

― 11/6
9:00～ a・b

青葉体育館
☎717･1191

なぎなた
（一般）

11/20～
12/18

（５回）
10:00～11:30 10人

〔先着〕 3,000円 11/11
14:00～ c

仙台環境開発スポーツパーク宮城
広瀬
☎392･2595

わくわく水慣れ教室
（３歳６カ月以上

～未就学児）
11/23 10:00～10:50 10人

〔先着〕 ― 11/11
9:00～ a・b

宮
城
野
区

弘進ゴム　アスリートパーク仙台
（仙台市陸上競技場）
☎256･2488

仙台ハーフ練習会
（高校生以上）

ア11/29
イ12/13 19:00～21:00

各
60人

〔先着〕
各500円

ア11/15
イ11/29
18:30～

a・b

若
林
区

今泉運動場
☎289･4235

体験成人ヨガ
（一般）

12/3・10・24
（期間中１回） 10:30～12:00

各
10人

〔先着〕
各1,100円 11/13

13:00～ b

若林体育館
☎236･0011

家族スポーツデー
（どなたでも） 11/17

9:30～16:00
（12:00～13:00

は除く）
ー

一般400円、
小・中学生

200円、未就
学児無料

直接会場へ

太
白
区

中田温水プール
☎306･5971

クリスマスちびっこ
交流会（4～12歳） 12/15 10:00～14:00 60人

〔先着〕 1,200円 11/9
11:00～ b

秋保体育館
☎399･2757
〒982-0243 太白区秋保町長袋字
上原21-3

小学生テニス
初級・初中級
（小学生）

11/30～
2/29

（８回）
10:00～12:00 24人

〔抽選〕 8,500円 11/15
（必着） d・e

泉
区

七北田公園体育館
☎375･9914

ストレッチ教室
（45歳以上の方） 11/24 10:00～11:30 20人

〔先着〕 500円 11/11
10:00～ a・b

根白石温水プール
☎376･5124

水中脂肪燃焼
ウオーキング

（一般）

ア12/2～23、
イ12/3～24 
（各４回）
ウ12/7～21

（３回）

ア14:00～14:50
イ19:10～20:00
ウ11:00～11:50

各25人
〔先着〕

アイ
各3,850円
ウ2,890円

11/7
10:00～ a・b

シェルコムせんだい
☎218･5656

ジュニアテニス冬
ア小学１～３年生
イ小学４～６年生

12/12～
3/19

（各８回）
ア17:00～17:55
イ18:00～18:55

各20人
〔先着〕 各6,400円 11/15

10:00～ a・b

スポーツ情報

◆スポーツ教室

申込方法 ‖  a：電話で　b：直接窓口へ　c：費用を添えて直接窓口へ　d：往復はがきに申
込時の必要事項を記入して施設へ郵送　e：はがき持参で直接施設へ　

※教室の参加について健康上の不安がある方は、事前に各施設にご相談ください

（ （

◆３
ス リ ー

×
バイ

３
ス リ ー

バスケットボール大会
●日時

‖

12月15日㈰9:00～17:00　●会場

‖

泉総合運動
場　●部門／募集数

‖

①男性：高校生以上／48チーム②女
性：高校生以上／18チーム③ミックス：高校生以上の男女
混合／18チーム〔いずれも抽選〕　●１チーム３～５人で
構成　●費用

‖

１チーム5,000円　申11月30日までに直接
窓口へ。ホームページhttps://www.spf-sendai.jp/igm/
からも申し込めます　申・問泉総合運動場☎372･1019

（ （

◆少年少女野球教室

申往復はがきまたはファクス、Eメールに参加者全員（１
通につき５人まで）の申込時の必要事項と学年、野球経
験の有無、グローブ貸し出し希望の方はその旨も記入して
仙台市公園緑地協会（〒983-0842宮城野区五輪1-3-35☎
293･3583、FAX293･3605、Eメールevent_moushikomi@
sendai-park.or.jp）

日時 会場 内容 対象 受付
11/30㈯
9:30～
12:30

海岸公園
野球場

七十七銀行硬式野
球部に、基本動作な
どを学びます

小学生
100人〔抽選〕

（初心者も可）
11/13

（必着）

母
子
家
庭
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
催
し

①
初
め
て
の
調
停
手
続
き
説
明
会

◦
日
時‖
11
月
28
日
㈭
午
前
９
時
半

～
11
時
半　
◦
内
容‖

家
庭
裁
判
所

の
書
記
官
が
、
夫
婦
・
男
女
関
係
の

調
停
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

②
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の
マ
ネ

ー
ス
ク
ー
ル「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
専
門
相
談
」

◦
日
時‖

12
月
１
日
㈰
午
前
９
時
半

～
午
後
３
時
35
分

③
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の
就
労

支
援
「
Oオ

フ

ィ

ス

f
f
i
c
e
2
0
1
6
パ

ソ
コ
ン
講
座
」

※
い
ず
れ
も
◦
会
場‖

エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台　
◦
対
象‖

①
②
市
内
に
お

住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の

方
お
よ
び
離
婚
を
考
え
て
い
る
子
育

て
中
の
女
性
①
20
人
②
７
人
〔
い
ず

れ
も
先
着
〕
③
市
内
に
お
住
ま
い
の

母
子
家
庭
の
母
、寡
婦
の
方
各
12
人

〔
抽
選
〕　
◦
託
児
有
り
（
①
③
６

カ
月
～
未
就
学
児
②
０
カ
月
～
未
就

学
児
。要
申
し
込
み
）　
申
①
②
11

難
病
患
者
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座

◦
日
時‖

11
月
28
日
㈭
午
後
１
時
～

４
時　
◦
会
場‖

交
通
局
庁
舎
7
階

（
宮
城
県
患
者
・
家
族
団
体
連
絡
協

議
会
事
務
所
）　
◦
内
容‖

難
病
に

関
す
る
基
礎
知
識
や
難
病
患
者
へ
の

関
わ
り
方
な
ど
を
学
び
ま
す　
◦
定

員‖

30
人
〔
先
着
〕　
申
11
月
６
日

午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）

で
宮
城
県
患
者
・
家
族
団
体
連
絡
協

議
会
☎
796
・
9
1
3
0
、
℻
211
・
１

７
８
１　
問
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
771
・
６
５
１
１

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物　
家
族
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

◦
日
時‖

11
月
14
日
・
21
日
・
28
日

各
木
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
半　
◦

内
容‖

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
に
つ
い

て
の
悩
み
を
参
加
者
同
士
で
話
し
合

い
ま
す　
◦
対
象‖

ア
ル
コ
ー
ル
や

薬
物
の
問
題
で
お
悩
み
の
ご
家
族　

◦
初
め
て
参
加
す
る
方
の
み
申
し
込

み
が
必
要　
申
区
役
所
障
害
高
齢
課
、

総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎
は
10
ペ

ー
ジ
）　
問
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
☎
265
・
２
１
９
１

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
定
期
演
奏
会

◦
日
時‖

11
月
22
日
㈮
午
後
７
時
～
、

11
月
23
日
㈷
午
後
３
時
～　
◦
会

場‖

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

◦
指
揮‖

高
関
健　

◦
ト
ロ
ン
ボ
ー

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ホ
講
習

会
「
ス
マ
ホ
サ
ロ
ン
＠
（
ア
ッ

ト
）
仙
台
」

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦

費
用‖

４
千
円　
◦
講
座
で
使
用
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
会
場
に
用
意

し
ま
す　
申
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
申
込
時
の
必
要
事

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室　
　
　

 

◦
日
時‖

12
月
3
日
㈫
・
9
日
㈪

（
全
２
回
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半

◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦
内
容‖

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
講
話
と
体

験
談
、
話
し
合
い
な
ど　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
方
の
ご
家
族
30
人
〔
抽

選
〕　
申
電
話
で
11
月
22
日
ま
で
に

精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
☎

265
・
２
３
０
５

未
来
の
「
杜
の
都
」
環
境
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◦
日
時‖

12
月
１
日
㈰
午
後
１
時
半

～
４
時　
◦
会
場‖

青
葉
の
風
テ
ラ

ス
（
地
下
鉄
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２

階
）　
◦
内
容‖

杜
の
都
の
魅
力
や

環
境
に
優
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ

い
て
、
参
加
者
同
士
で
話
し
合
い
ま

す　
◦
対
象‖
中
学
生
以
上
40
人

〔
抽
選
〕　
申
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
（
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
代
を
記

入
）
で
11
月
25
日
ま
で
に
環
境
企
画

課
☎
214
・
８
２
１
８
、
E
メ
ー
ル

kan007110@
city.sendai.jp

小
学
生
防
火
ポ
ス
タ
ー
展　

    

　
11
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮
の
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、
防

火
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

問
消
防
局
予
防
課
☎
234
・
１
１
１
１

期
間

会
場

11/11
㈪
～

17㈰
仙
台
三
越
本
館
１
階
東
二
番

丁
側
玄
関
（
青
葉
区
一
番
町

4│

８│

15
）

11/18
㈪
～

22㈮
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
家
族
教
室
―

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
を
中

心
に　

◦
日
時‖

12
月
11
日
㈬
午
後
２
時
～

４
時
半　
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　

◦
内
容‖

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
依

存
）
に
つ
い
て
の
講
話
と
体
験
談　

◦
対
象‖

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
問

題
で
お
悩
み
の
ご
家
族　
申
電
話
で

精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
☎

265
・
２
１
９
１

す
ぐ
に
役
立
つ
手
話
講
座　
　

◦
日
時‖

12
月
14
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　
◦
会
場‖

泉
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い

か
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
学

生
30
人
〔
先
着
〕　
申
11
月
16
日
午

前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル

（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）
で

泉
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
372
・
７
８

４
８
、E
メ
ー
ルizum

i-syafuku
@
syakyo-sendai.or.jp

日
時

内
容

対
象

12/11㈬・12㈭
（全２回）

10:00～15:00
スマートフォ
ンの基本操作

市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤

め
の
60
歳
以
上
の
方
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
未
経
験

者
で
、
本
講
座
を
未
受
講

の
方
16
人
〔
抽
選
〕

月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
③
エ

ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
等
で
配
布
す
る

申
込
書
で
11
月
19
日
（
必
着
）
ま

で
に
（
託
児
は
①
11
月
20
日
②
11

月
21
日
③
11
月
19
日
ま
で
に
）　

申
・
問
母
子
家
庭
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
212
・
4
3
2
2

ン‖

菊
池
公こ
う
す
け佑

　

◦
曲
目‖

グ
レ
ン

ダ
ー
ル
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
協
奏
曲
」

ほ
か　
◦
入
場
料
（
全
席
指
定
）‖

Ｓ
席
５
千
円
、
Ａ
席
４
５
０
０
円
ほ

か　
問
仙
台
フ
ィ
ル
サ
ー
ビ
ス
☎

225
・
３
９
３
４

楽
楽
楽
（
ら
ら
ら
）
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
２
０
１
９

◦
日
時

∥

11
月
10
日
㈰
午
後
１
時
半

～
４
時　
◦
会
場

∥

太
白
区
文
化
セ

ン
タ
ー
楽
楽
楽
ホ
ー
ル　
◦
内
容

∥

太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て

い
る
団
体
が
、
１
９
６
０
年
代
中
期

の
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
と
踊
り
を
発

表
し
ま
す　
◦
定
員

∥

442
人
〔
先

着
〕　
◦
直
接
会
場
へ　
問
太
白
区

文
化
セ
ン
タ
ー
☎
304･
２
２
１
１

日
時

内
容

12/12
㈭

9:30～15:30
Wウ

イ

ン

ド

ウ

ズ

i
n
d
o
w
s
の
基

本
を
学
ぶ
初
心
者
講
座

12/13
㈮・
16㈪

Wワ

ー

ド

o
r
d
初
級
（
全
２

回
）

12/17
㈫・
18㈬

Eエ
ク

セ

ル

x
c
e
l
初
級
（
全

２
回
）

12/19
㈭・
20㈮

E
x
c
e
l
中
級
（
全

２
回
）

項
と
年
齢
を
記
入
し
て
11
月
12
日

（
必
着
）
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
（
〒
980│

0013
青
葉
区
花
京
院
１│

３│

２
☎
215
・
3
1
7
0
、
℻
215
・

４
１
４
０
、
E
メ
ー
ルkouryu@

se
ndai-hw

.or.jp

）
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11
月
の
お
知
ら
せ

お出かけ情報 ●催しは、11月6日からの内容を掲載しています
●料金の記載の無いものは無料（入館料が必要な施設あり）
●申し込み方法の記載の無い催しは直接会場へ施設からのお知らせ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX
※往復はがきの場合は返信先も記入

お出かけ情報
施設からのお知らせ

11
月
の
お
知
ら
せ

青葉の森緑地 〒980-0845青葉区荒巻字青葉260
☎263･2101、FAX263･2102

■ガイドマップ「紅葉狩りハイキングコース」をご活用く
ださい
　11月～12月上旬にかけて楽しむことができる見どころ
などを紹介する手作りガイドマップを配布します。　
●配布期間

‖

11月６日㈬～30日㈯　
■秋の森を散歩しよう
●日時

‖

11月10日㈰10:00～12:00　●定員

‖

20人〔先
着〕　●持ち物

‖

飲み物・帽子。長袖長ズボンで　申11月
６日9:00から電話で
■森の工作室「染め物体験ハンカチ＆エコバッグ」　 
●日時

‖

11月23日㈷・27日㈬10:00～12:30　●内容

‖

草
木染め体験、森の散歩　●定員

‖

各15人〔抽選〕　申往復は
がきまたはファクス、Ｅメール（aobanomori_moushiko
mi@sendai-park.or.jp）に申込時の必要事項と参加希望
日、参加者全員（１通につき４人まで）の氏名、小学生以
下は学年または年齢を記入して11月13日（必着）までに

■鈎取山ネイチャーウオーキング
●日時

‖

11月16日㈯10:00～15:00　●内容
‖

紅葉の時季
の鈎取山をゆっくり歩きます　●定員

‖
20人〔先着〕　●

持ち物

‖

昼食・雨具・飲み物・帽子。歩きやすい服装と靴
で　申11月６日9:00から電話で
■ガイドウオーク「館長と森を歩こう」
●日時

‖

11月24日㈰10:00～11:30　●歩きやすい服装と
靴で
■レンジャーと歩くガイドウオーク「晩秋の森の楽しみ」
●日時

‖

毎週日曜日10:00～11:30、13:30～15:00　●歩
きやすい服装と靴で

太白山自然観察の森 〒982-0251太白区茂庭字生出森東36-63
☎244･6115、FAX244･6133

仙台文学館 〒981-0902青葉区北根2-7-1
☎271･3020、FAX271･3044

■特別展「斎藤茂吉―そのひとすぢの道」
●期間‖11月24日㈰まで　●観覧料‖一般800円、高校生
460円、小・中学生230円
■小池光

ひかる

ことばのセッション「鷲田清一と語ることばの力」
●日時‖11月30日㈯13:30～15:00　●定員‖100人〔抽
選〕　申往復はがきに申込時の必要事項を記入して11月12
日（必着）までに
■仙台朗読祭2019参加者募集
●日時

‖

12月１日㈰10:45～16:00　●定員

‖

40人（組）
〔抽選〕　●朗読の持ち時間は個人３分、団体８分（２人の
場合は５分）以内。１人（組）１回のみ　●見学のみの場合
は申し込み不要　申はがきまたはファクスに申込時の必要
事項（団体の場合は代表者の申込時の必要事項と参加人数
を記入）を記入して11月12日（必着）までに

縄文の森広場 〒982-0815太白区山田上ノ台町10-1
☎307･5665、FAX743･6771

■発掘資料整理体験講座
●日時

‖

12月１日㈰10:00～14:00　●対象

‖

小学５年生
以上20人〔抽選〕　申往復はがき、ファクスまたはＥメー
ル（j-hiroba@cap.ocn.ne.jp）に申込時の必要事項と参加
者全員の氏名、学生は学年も記入して11月17日までに
■縄文講座「鳥海山麓に営まれた低湿地遺跡―山形県遊佐
町小

こ

山
やま

崎
ざき

遺跡」
●日時

‖

12月８日㈰13:30～15:00　●内容

‖

多くの土器
や石器のほか、漆製品や動物・植物などが出土した小山崎
遺跡についてお話します　●定員

‖

80人〔先着〕

秋保ビジターセンター 〒982-0244太白区秋保町馬場字本小屋16-1
☎・FAX399･2324

■エコを考える―布ぞうり作り
●日時

‖

11月10日㈰10:00～14:30　●対象
‖

初めて参加
する方10人〔先着〕　●費用

‖

800円　申11月７日10:00
から電話で
■クリスマスリース作り
●日時

‖

11月24日㈰10:00～14:30　●対象

‖

４歳以上の
子どもと保護者15人〔先着〕　●費用

‖

１人500円　申11
月13日10:00から電話で
■火起

お
こし体験＆石窯ピザ作り

●日時

‖

12月７日㈯10:00～14:30　●対象

‖

４歳以上
15人〔先着〕　●費用

‖

高校生以上1,000円、中学生以下
500円　申11月27日10:00から電話で

■企画展「土器の『ヒミツ』」
●期間

‖

12月15日㈰まで
■企画展関連イベント

■考古学講座「作って調べる　縄文布の世界」
●日時

‖

11月23日㈷13:30～15:00　●講師

‖

東海学園女
子短期大学名誉教授・尾関清子氏
■たのしい地底の森教室「博物館実習生によるワークショ
ップ」
●日時

‖

11月30日㈯10:00～11:50　

地底の森ミュージアム 〒982-0012太白区長町南4-3-1
☎246･9153、FAX246･9158

日時 内容 定員
11/16㈯

13:30～15:00
講座「土器にのこされた痕跡からみえ
るもの」 60人〔先着〕

11/24㈰
13:00～15:00

地底の森子どもラボ（土器の秘密を探
ります） ―

歴史民俗資料館 〒983-0842宮城野区五輪1-3-7
☎295･3956、FAX257･6401

■企画展「戦争と庶民のくらし」
●期間

‖

11月10日㈰まで
■企画展関連イベント　講座「近代仙台の戦争と庶民のくら
し」
●日時

‖

11月９日㈯13:30～
■特別展「堤焼と堤人形」
●期間

‖

11月23日㈷～令和２年４月12日㈰　●内容

‖

300年以上の歴史を持つ堤焼や伝統的工芸品である堤人形、
堤焼職人・関

せき
善
ぜん

内
ない

が残した製造工程の絵画資料などの展示
■特別展関連イベント

日時 内容等

11/23㈷
13:30～

講座「堤焼のおはなし―堤焼の歴史」
●講師

‖

５代目・針生乾
けん

馬
ば

氏（堤焼乾馬窯）

11/24㈰
11:00～、14:00～ 展示解説

八木山動物公園 〒982-0801太白区八木山本町1-43
☎229･0122、FAX229･3159

■どうぶつたくさんおはなしかい
●日時‖11月９日㈯13:00～13:30　●会場‖ビジターセ
ンター　●内容‖「八木山おはなしやま」の皆さんによる
動物の絵本の読み聞かせや紙芝居の上演
■うらがわたんけん隊
●日時

‖

12月８日㈰・15日㈰13:30～14:00　●内容

‖

イ
ノシシ・タヌキ舎の裏側見学と飼育員のお話　●定員

‖

各
20人〔抽選〕　申往復はがきに参加者全員の申込時の必要
事項と参加希望日を記入して11月20日（必着）までに

水の森公園キャンプ場 〒981-3121泉区上谷刈字堤下8
☎773･0496、FAX773･0559

●持ち物

‖

飲み物。汚れてもよい服装と靴で　申①11月６
日②11月18日9:00から電話でみどり十字軍☎090･8257･
9245　問仙台市公園緑地協会☎293･3583

■森の学習室
日時 内容 定員

① 11/10㈰ 10:00～
12:00

水の森の珍樹観察・東コース 各20人
〔先着〕② 11/24㈰ 竹パンと昔のおもちゃつくり

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号
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申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX
※往復はがきの場合は返信先も記入

お出かけ情報
施設からのお知らせ

お出かけ情報 ●催しは、11月6日からの内容を掲載しています
●料金の記載の無いものは無料（入館料が必要な施設あり）
●申し込み方法の記載の無い催しは直接会場へ施設からのお知らせ

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号 26

■もみじ観賞会

野草園 〒982-0843太白区茂ケ崎2-1-1
☎222･2324、FAX222･9155

●期間中、色さがしウオークラリーも実施
■さくらそう植え替え実技講習会
●日時

‖

11月16日㈯10:00～11:45　●定員

‖

15人〔先着〕
申11月６日9:00から電話で
■野生さくらそう園内植えつけ体験会
●日時

‖

11月16日㈯13:30～15:00　●定員

‖

10人〔先着〕
●持ち物

‖

長靴・軍手　申11月６日9:00から電話で
■植物感謝祭
●日時

‖

11月24日㈰13:00～15:00　●内容

‖

「植物の詩
うた

」
作詩コンクール表彰、落ち葉焚

た
き、焼き芋の振る舞いなど

日時 内容

11/9
㈯

11:00～12:00、
13:30～14:30

ガイドボランティアによる園内もみじガ
イド

13:00～14:00 秋を感じるアイルランド音楽の演奏会

11/10
㈰

11:00～12:00、
13:30～14:30

ガイドボランティアによる園内もみじガ
イド

11:00～14:00 茶会

■企画展「継承のしさく―小森はるか＋瀬尾夏美」
●期間

‖

12月28日㈯まで
■企画展関連イベント「二重のまち／交代地のうたを編
む」上映会
●日時

‖

12月８日㈰14:00～16:30　●定員

‖

40人〔先着〕
●費用

‖

500円　●映像制作者の小森はるか氏・瀬尾夏美
氏によるギャラリーツアーも行います　申11月６日10:00
から電話で
■パネル展「3.11現場の事実×心の真実　結

ゆい
　消防―命の

プロが見た東日本大震災」
●期間

‖

11月１日㈮～14日㈭　●内容

‖

津波被災現場の
最前線に立っていた若林消防職員の手記10点の展示

せんだい3.11メモリアル交流館 〒984-0032若林区荒井字沓形85-4
☎390･9022、FAX353･5710

●観覧料‖一般610円、高校生350円、小・中学生250円
■ナイトプラネタリウム（投映時間は25分）

天文台 〒989-3123青葉区錦ケ丘9-29-32
☎391･1300、FAX391･1301

■プラネタリウム（投映時間は各回約45分）
投映日

（休館日を除く）
番組／開始時刻

星空の時間 こどもの時間 星の旅ー世界編ー
平日 14:30、16:00 ー ー
土曜日 10:00、

13:00、16:00 11:30 14:30、18:00
日曜日、祝日 14:30

■移動天文台―ベガ号で星空ウオッチング（晴天時に実施）
●日時‖①11月８日㈮②11月22日㈮19:00～21:00　●
会場‖①榴岡公園②杜の広場公園（ゼビオアリーナ仙台

（太白区あすと長町1-4-10）東隣り）　●実施の有無につい
ては当日お問い合わせください
■天体観望会（晴天時に実施）
●日時‖毎週土曜日19:30～21:30　●費用‖高校生以上
200円、小・中学生100円　●実施の有無については当日
お問い合わせください
■トワイライトサロン ｢天文台長　土佐誠の宇宙が身近に
なる話｣
●日時‖毎週土曜日17:00～17:45　●内容‖飲食自由の
気軽な雰囲気の中で宇宙をテーマにお話しします

番組名等 投映日
(各土曜日）

開始
時刻 観覧料

ハナビリウム 11/９、16
19:40

一般500円、小学
生 ～ 高 校 生200
円いきもの目線―動物ぐる

り！　超接近 11/23、30

■仙台市史講座「仙台市域の広がりと地域の絆」
●日時‖11月17日㈰13:30～16:00　●内容

‖
合併して仙

台市となった宮城町や荒巻・北根地域を中心に、市の成り
立ちや地域のつながりについて解説します　●定員‖200
人〔先着〕　●講師

‖

東北学院大学教授・仁
に

昌
しょう

寺
じ

正一氏ほか
■企画展「やっぱり絵図がすき！―博物館で旅する仙台藩
と城下町」
●期間‖12月１日㈰まで
■プレイミュージアムイベント「絵図パズルに挑戦」
●期間‖12月１日㈰まで　●内容

‖

企画展に展示中の奥州
仙台城絵図などを基に作製された博物館オリジナルのパズ
ルに挑戦します　●常設展観覧料が必要
■変身タイム「政宗のよろいと陣羽織を着てみよう！」（手
話通訳・要約筆記有り）
●日時‖12月７日㈯13:30～15:00　●内容

‖

伊達政宗の
「黒漆五枚胴具足」と「山形文様陣羽織」の複製を着ます　
●定員‖10人〔抽選〕　●体格等により着用できない場合
があります　●常設展観覧料が必要　申往復はがきに申込
時の必要事項と中学生以下は学年、手話通訳または要約筆
記を希望の方はその旨を記入して11月18日までに
■旬の常設展2019秋冬「常設展も絵図がいっぱい！」
●期間‖12月27日㈮まで　●内容

‖

仙台藩領を描いた畳
26枚分の大きさの「奥州仙台領国絵図」を６年ぶりに展示
します

博物館 〒980-0862青葉区川内26
☎225･3074、FAX225･2558七北田公園都市緑化ホール 〒981-3131泉区七北田字赤生津4

☎375･9911、FAX375･9912
■市民園芸講座

申①～③11月６日⑤～⑧11月15日⑨12月４日9:00から
電話で
■緑の移動相談

日時 内容等 定員

① 11/13
㈬

10:30～
12:00

洋ランの冬越し　◦会場 ‖広瀬文化セ
ンター

15人
〔先着〕

② 11/16
 ㈯

10:00～
12:00

生コニファーのクリスマスリース　◦
費用 ‖2,500円

20人
〔先着〕

③ 11/21
㈭

10:00～
11:30 つるバラの剪

せんてい
定と誘引 40人

〔先着〕

④ 11/27
㈬

10:30～
11:30、
13:30～
14:30

クラフト体験「押し花のしおり」　◦会
場 ‖若林区役所１階

各10人
〔先着〕

⑤
11/29

㈮

10:00～
12:00 庭木の手入れ「冬の土づくり」 30人

〔先着〕

⑥
10:30～
12:00、
13:30～
15:00

バラの冬剪定　◦会場 ‖市役所本庁舎
１階ギャラリーホール

各20人
〔先着〕

⑦ 11/30
㈯

10:00～
12:00

ペットボトルで作るハンギング　◦費
用 ‖1,000円

20人
〔先着〕

⑧ 12/4
㈬

10:30～
12:00

バラの剪定と施肥　◦会場 ‖広瀬文化
センター

15人
〔先着〕

⑨ 12/18
㈬

10:30～
12:00、
13:30～
15:00

冬の土づくり　◦会場 ‖市役所本庁舎
１階ギャラリーホール

各20人
〔先着〕

日時 会場
11/13㈬、12/4㈬

10:00
～

16:00

広瀬文化センター２階

11/15㈮ 太白区役所１階

11/19㈫ 宮城野区役所１階

11/27㈬ 若林区役所１階

11/29㈮ 市役所本庁舎１階ギャラリーホール

大倉ふるさとセンター 〒989-3213青葉区大倉字若林14-2
☎391･2060、FAX391･2064

■簡単・飾りひなを作ろう
●日時

‖

11月15日㈮10:00～14:00　●定員

‖

20人〔先
着〕　●費用

‖

1,500円（昼食付き）　申11月６日10:00か
ら電話で

申11月６日9:00から電話で
■イベント

■日曜手づくり教室
日時 内容 定員 費用

11/24
10:30～
12:00、
13:30～
15:00　

コニファーのクリスマスツリー
をつくろう

各10人
〔先着〕

各
2,000円

12/1 ワイルドフラワーでクリスマス
＆お正月飾りをつくろう

各10人
〔先着〕

各
2,300円

12/8 ステンドグラスで月と天使の星
型木枠付きパネルをつくろう

各10人
〔先着〕

各
2,500円

秋保・里センター 〒982-0241太白区秋保町湯元字寺田原40-7
☎304･9151、FAX304･9152

日時 内容
11/10㈰・24日㈰ 10:30～11:30 秋保の民話語り

11/17㈰
10:00～15:00 秋保の里の収穫祭

11:00～、13:00～ あきうミュージックライブ
11/23㈷ 10:30～12:30 秋保民話まつり

11
月
の
お
知
ら
せ

11
月
の
お
知
ら
せ

休館日:月曜日、祝休日の翌日
（土・日曜日、祝休日を除く）

※市民センターの休館日は、月曜日、祝休日の翌日
（土・日曜日、祝休日を除く）

連続で開催される講座

※このほかの催しは市民センター事業ガイドや、ホームページ（http://www.sendai-shi
  

◎はがき等による申し込みは「講座名、住所、氏名（親子、家族参加の場合は全員分）、年齢
　（小・中学生は学校名、学年）、電話番号、ファクス番号｣ を記入

※このほかにも、市民センターではさまざまな講座・催しを実施しています。各市民センターでお配りしている市民
　センター事業ガイドや、ホームページ（http://www.sendai-shimincenter.jp/）をご覧ください

託児付き（１歳以上の未就学児）。定員等がありますので、事前に確認の上お申し込みください

   mincenter.jp/）をご覧ください

センター名 講座名 内容 対象・定員 日時等 申込方法

青
葉
区

青葉区中央市民センター
☎223･2516、FAX261･3251
〒980-0811 一番町2-1-4

一番町ミュージック♪　タ
イム

ピアノとフルートやサック
スでジャズ・クラシックを
お届けします

どなたでも 11/9㈯ 12:00～12:45 不要
直接会場へ

北山市民センター
☎272･1020、FAX272･1036
〒981-0934 新坂町8-4

北山市民医学講座―若手研
究者から学ぶ最前線の予防
と治療

「嚥
えん

下
げ

障害」について、専門
医がお話しします どなたでも 11/27㈬ 18:30～19:30 不要

直接会場へ

三本松市民センター
☎274･3955、FAX234･5355
〒981-0912 堤町3-23-1

三本松ロビーコンサート
アイリッシュハープ奏者・
月
つきの

輪
わ

まり子によるコンサー
ト

どなたでも 11/9㈯ 14:00～15:00 不要
直接会場へ

中山市民センター
☎279･9216、FAX719･2150
〒981-0952 中山3-13-1

おかのまちコンサート
大人も子どもも楽しめる地
域の音楽サークルと弦楽合
奏団の演奏。

どなたでも 11/9㈯ 13:30～15:30 不要
直接会場へ

折立市民センター
☎226･1226、FAX226･2660
〒982-0261 折立3-20-1

折立地域交流会 常磐木学園音楽科の生徒と
子どもたちのコンサート

どなたでも・
60人〔先着〕 11/30㈯ 10:00～11:30 不要

直接会場へ

泉
区

泉区中央市民センター
☎372･8101、FAX372･2447
〒981-3117 市名坂字東裏53-1

いずちゅうコンサート―秋
色コンサート

さまざまなフルートとオー
ボエのアンサンブル

どなたでも・
80人〔先着〕 11/16㈯ 14:00～15:00 不要

直接会場へ

根白石市民センター
☎379･2108、FAX376･5769
〒981-3221 根白石字杉下前24

かむりの里凧
たこ

揚げフェスタ
たこを持ち寄り、みんなで
揚げましょう
※たこの貸し出し有り

どなたでも 11/30㈯ 8:55～12:30 不要
直接会場へ

黒松市民センター
☎234･5346、FAX219･2038
〒981-8006 黒松1-33-40

ちびっこフェスタ
工作・ゲームなど、楽しく
遊べるお祭りを黒松近隣の
５つの児童館と開催します

乳幼児と
保護者 11/7㈭ 10:00～12:00 不要

直接会場へ

将監市民センター
☎372･0923、FAX374･8704
〒981-3132 将監8-2-1

将監ふれあいコンサート
「宮城大学管弦楽団」と
「MYU杜の混声合唱団」に
よる演奏

どなたでも・
200人〔先着〕

11/10㈰ 14:00～16:20
※上履き持参

不要
直接会場へ

松森市民センター
☎776･9510、FAX776･9512
〒981-3111 松森字城前9-2

松森ハートフルタイム「素
ばなしを楽しむ」

本や紙芝居などを使わずに
物語を話す素

す

話
ばなし

による公演
どなたでも・
60人〔先着〕 11/28㈭ 14:00～15:30 不要

直接会場へ

スリーエム仙台市科学館 〒981-0903青葉区台原森林公園4-1
☎276･2201、FAX276･2204

①導電性プラスチックで二次電池を作ろう
●日時

‖

11月30日㈯13:30～16:00　●内容

‖

導電性プラ
スチックの合成と応用に関する実験　●対象

‖

小学５年生
～中学生16人〔抽選〕
②プログラミング教室
●日時‖12月１日㈰10:00～12:00、13:30～15:30　●内
容‖ロボットキットを用いてプログラミングを行います　
●対象‖小学４年生以上各10人〔抽選〕
③楽しい化学実験室「クスリの科学」
●日時

‖

12月７日㈯10:00～12:00　●内容

‖

漢方薬の原
料となる植物から染料にもなる薬を取り出し、染色を体験
します　●対象

‖

小学３年生以上30人〔抽選〕。小学３・
４年生は保護者同伴
④科学工作教室「LEDを使った光のインテリア工作」
●日時‖12月14日㈯10:00～12:00、13:30～15:30　●
内容‖発光ダイオードを利用した工作　●対象‖小学生以
上各20人〔抽選〕。小学４年生以下は保護者同伴　●費用
‖各500円（材料代）
⑤大人の科学教室「望遠鏡の製作と天文の話」
●日時‖12月15日㈰10:00～12:00　●内容‖簡単な望遠
鏡の製作と天文教室　●対象‖中学生以上20人程度〔抽
選〕　●費用‖2,310円（材料代）

申往復はがきに申込時の必要事項と学生は学年、②④は
参加希望時間も記入して①②11月15日③④11月22日⑤
11月29日（いずれも必着）までに



31

令
和
元
年
九
月
十
一
日
初
校

休
日
当
番
医

仙台市政だより　令和元年（2019年） 11月号

●メール配信サービスを行っています。登録方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください

●おとな救急電話相談☎＃7119（プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎706･7119）（平
日19:00～翌8:00、土曜日14:00～翌8:00、日曜日・祝休日8:00～翌8:00）　●宮城県こども夜間
安心コール☎＃8000（プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎212･9390）（毎日19:00
～翌8:00）　●宮城県休日・夜間診療案内☎・ＦＡＸ216･9960（24時間）　●耳や言葉の不自由な方
の緊急ファクス119番 ＦＡＸ119（局番なし）

電
話
案
内  

◆受診を希望する際は、事前に電話で症状などを詳しくお知らせください
受付時間 月日 内科 小児科 整形外科

11/3
㈷

宗像靖彦クリニック
青葉区下愛子字観音堂1-1

☎399･6860

舘田小児科医院
青葉区荒巻本沢3-16-30

☎279･2055

しんてらこどもクリニック
若林区新寺1-8-1-2F
☎298･6188

しかない整形外科クリニック
青葉区中山9-1-3
☎277･2330

11/4
（振休）

あおば通りかずみクリニック
青葉区大町1-1-5-3F
☎724･7294

かやま小児科医院
青葉区昭和町2-27
☎234･8870

大はしこどもクリニック
若林区沖野3-12-33
☎294･0084

鈎取診療所
太白区鈎取本町1-13-2
☎307･0085

11/10
㈰

北田内科小児科医院
青葉区八幡3-6-15
☎223･0208

あやし小児科医院
青葉区愛子中央6-2-17-3F

☎392･1881

のろこどもクリニック
宮城野区新田東1-8-1-2F

☎788･3830

上杉山整形外科クリニック
青葉区上杉5-8-40
☎797･0488

11/17
㈰

小野寺内科小児科胃腸科医院
青葉区昭和町1-29
☎234･4743

五十嵐小児科・U歯科（小児科）
泉区高森4-2-536
☎377･4832

森川小児科アレルギー科クリニック
宮城野区小田原弓ノ町100-1-2F

☎256･6211

松本不二夫整形外科
太白区大野田4-18-1
☎393･9157

11/23
㈷

草刈内科医院
青葉区東照宮2-1-2
☎271･9251

桂内科・こどもクリニック
泉区桂3-1-4
☎375･7220

花水こどもクリニック
太白区泉崎1-32-15
☎743･2525

しばた整形外科
若林区大和町2-6-3
☎762･5682

11/24
㈰

小泉内科医院
青葉区上杉4-2-47
☎222･8703

泉中央こどもクリニック
泉区泉中央3-29-7
☎771･5510

たかやなぎこども医院
若林区上飯田1-21-18
☎286･8811

東仙台さとう整形外科
宮城野区燕沢2-11-1
☎781･7022

12/1
㈰

斎藤内科医院
青葉区上杉5-3-65
☎221･2977

めときこどもクリニック
青葉区国見ヶ丘1-14-4
☎278･1041

すがわら小児科クリニック
太白区あすと長町1-2-1-2F

☎797･7607

北原整形外科
泉区南光台南2-16-24
☎252･7735

日曜・
祝休日
9:00～
   16:00※ 

※受付時間
や休日当番
医は変更に
なることが
あります。
電話で確認
の上、お越
しください

※各診療所
の駐車場に
は限りがあ
ります。当
番医近隣で
の迷惑駐車
とならない
ようお願い
します

医療機関名・所在地 診療科 平日 土曜 日曜・祝休日 電話

急患センター 
（若林区舟丁64-12）

内科 19:15～翌7:00 14:45～翌7:00 9:45～12:00、13:15～17:00、18:00～翌7:00

☎266･6561外科 19:15～23:00 14:45～23:00 9:45～12:00、13:15～17:00、
18:00～23:00

整形外科・
婦人科･眼科･
耳鼻咽喉科

― ― 9:45～12:00、
13:15～17:00

北部急患診療所
（青葉区堤町1-1-2（エムズ北仙台2F））

内科・外科 19:15～23:00
14:45～23:00

9:45～12:00、
13:15～17:00、
18:00～23:00

☎301･6611小児科（内科系
疾患のみ）

㈮
のみ

19:15～
23:00

夜間休日こども急病診療所
（太白区あすと長町1-1-1（市立病院併設））

小児科（内科系
疾患のみ） 19:15～翌7:00 14:45～翌7:00 9:45～12:00、13:15～17:00、18:00～翌7:00 ☎247･7035

広南休日内科小児科診療所　※広南病院とは別です
（太白区長町5-9-13（高齢者向け住宅２F）） 内科・小児科 ― ― 8:30～17:00 ☎248･5858

泉地区休日診療所
（泉区泉中央2-24-1（仙台銀行ホール イズミティ21北側））内科・小児科 ― ― 9:00～16:00 ☎373･9197

仙台歯科医師会　在宅訪問・障害者・休日夜間歯科診療所
（青葉区五橋2-12-2（福祉プラザ12F）） 歯科 ― 19:00～22:30 10:00～11:30、13:00～15:30、19:00～22:30 ☎261･7345

診療日 診療科 医療機関名・所在地 電話

毎 日

内科・外科 仙台オープン病院（宮城野区鶴ケ谷5-22-1） ☎252･0100

内科・外科系 仙台徳洲会病院（泉区七北田字駕籠沢15） ☎372･1110
内科・外科系 東北労災病院（青葉区台原4-3-21） ☎275･1111
内科・外科系 東北医科薬科大学病院（宮城野区福室1-12-1） ☎259･1221

11/11㈪・25㈪ 整形外科 東北公済病院（青葉区国分町2-3-11） ☎227･2211

火曜日 外科･整形外科 仙台赤十字病院（太白区八木山本町2-43-3） ☎243･1111

水曜日 外科･整形外科 伊藤病院（青葉区二日町8-8） ☎222･8688

11/14㈭ 外科
J
ジ ェ イ コ ー

CHO仙台病院（青葉区堤町3-16-1） ☎275･3111
11/28㈭ 整形外科

金・土・日曜日 外科･整形外科 中嶋病院（宮城野区大梶15-27） ☎291･5191

夜間・休日等に入院治療を要する
患者さんのための当番病院
※救急車による救急搬送患者を
優先するため、お待ちいただく
場合があります

診療時間
     平日
         18:00～翌8:00
     土・日曜日、祝休日
　        8:00～翌8:00 
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、

東西
古今

郡市長がさまざまな現場を訪問し
　市民の皆さまの活動の様子な
　　どをお伝えします

　
ア
エ
ル
８
階
に
、
小
さ
な
「
街
」
を
再
現

し
た
仙
台
子
ど
も
体
験
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

震
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
カ
タ
ー
ル
フ
レ

ン
ド
基
金
」
の
支
援
を
受
け
て
、
平
成
26
年

に
開
館
。
小
学
５・６
年
生
が
、
ブ
ー
ス
に

再
現
さ
れ
た
市
役
所
や
店
舗
で
街
の
一
員
と

し
て
働
く
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
シ
テ
ィ
」
と
、

中
学
生
が
、
家
族
や
収
入
な
ど
与
え
ら
れ
た

条
件
の
下
で
生
活
設
計
を
考
え
る
「
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
パ
ー
ク
」
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

　「
仙
台
子
ど
も
体
験
プ
ラ
ザ
―
Eエ
リ

ム

l
e
m
」

を
訪
れ
、
活
動
を
支
援
す
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

仕
事
や
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
企
業
で
働
く
社

員
の
方
々
と
市
民
・
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
体
験
を
通

し
て
社
会
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

　
訪
れ
た
日
は
、
福
室
小
学
校
の
６
年
生
が

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
シ
テ
ィ
に
参
加
し
、
市
役

所
と
９
企
業
の
ブ
ー
ス
で
、
仕
事
を
す
る
時

間
と
、
働
い
て
得
た
お
金
で
買
い
物
を
す
る

時
間
を
交
代
で
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
を
大
き
な
声
で
呼
び
込
み
、
し
っ
か
り

と
商
品
の
説
明
も
す
る
姿
は
大
人
顔
負
け
で

す
。「
朝
は
み
ん
な
緊
張
し
て
い
る
の
で
す
が
、

で
き
る
こ
と
が
増
え
て
周
り
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
自
信
を
付
け
、
ど
ん
ど
ん
積
極
的
に

な
り
ま
す
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
遠
藤
美

穂
さ
ん
。
同
じ
課
題
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
全

体
で
力
を
合
わ
せ
乗
り
越
え
て
い
く
様
子
に
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
実
感
す
る
そ
う
で
す
。

▲コンビニ、新聞社、銀
行などの店舗を模した
ブースが並びます

第20回　仙台子ども体験プラザ―Eleｍ編

支
え
ら
れ
て
成
長
す
る

　
一
日
の
締
め
く
く
り
に
、
市
長
役
を
務
め

た
高
橋
拓
也
さ
ん
は
、「
み
ん
な
の
協
力
が
あ

っ
て
街
は
成
り
立
ち
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、

周
囲
の
人
へ
の
感
謝
と
責
任
を
持
ち
仕
事
を

す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
学
び
を
、
今
後
の
生
活
や

将
来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
の
よ

う
な
施
設
は
、
全
国
で
も
4
カ
所
の
み
。
本

市
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
シ
テ
ィ
の
利
用
児
童

数
は
、
４
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
仕
事
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
の
将
来
を
主
体
的

に
描
き
、
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
貴
重
な
学
び
の
場

を
、
皆
さ
ま
と
の
連
携
の
下
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲スチューデントシテ
ィの市長（左）と並んで

　
「
息
子
の
施
設
利
用
を
き
っ
か
け
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
し
、
5
年
に
な
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

え
ま
す
し
、楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
ま
す
」

と
、
原
田
真
夫
さ
ん
。
脇
坂
裕
美
さ
ん
は
、

「
売
れ
残
り
そ
う
な
時
は
値
下
げ
を
考
え
る

も
の
で
す
が
、
逆
に
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
し
て

値
上
げ
す
る
こ
と
で
お
客
を
集
め
た
子
が
い

て
、
そ
の
柔
軟
な
発
想
に
驚
き
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ

る
だ
け
で
な
く
、
教
わ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
。

ま
た
、
各
ブ
ー
ス
で
仕
事
の
進
め
方
を
教
え

て
く
だ
さ
る
企
業
の
方
々
の
支
援
は
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。「
企
業
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
大
人
と
同
じ
よ
う
に
接
し
、
自
分
で
考
え

て
行
動
で
き
る
よ
う
基
礎
か
ら
指
導
し
て
く

れ
ま
す
」
と
、
三
浦
忍
さ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
企
業
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
と
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
も
う
と
い
う

思
い
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
活
動
が
成
り
立
っ

て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

仙台子ども体験プラザ市民
ボランティアの皆さん

三浦忍さん 原田真夫さん

遠藤美穂さん 脇坂裕美さん

社
会
を
生
き
抜
く
力
を

青
葉
区
版


